


第11章 決断／オラトリオヘ、そして新しい興行方式 (1741-47)

一
七

四

年

夏
、
ヘ
ン
デ
ル
は
前
シ
ー
ズ
ン
の
失
敗
の
痛
手
か
ら
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
ず
、
次
の
シ
ー
ズ
ン

は
な
に
も
す
る
気
力
が
湧
か
な
い
ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
幸
運
が
重
な
り
、
最
終
的

に
ヘ
ン
デ
ル
は
英
語
の
オ
ラ
ト
リ
オ
と
い
う
方
向
性
を
確
立
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
れ
ま
で
の
貴
族
の
庇
設

に
頼
る
興
行
形
態
か
ら
脱
却
し
、
完
全
に
独
立
し
た
輿
行
主
と
な
り
、
人
生
の
勝
利
者
へ
の
道
を
登

っ
て
い
く
。

《
メ
サ
イ
ア
》

一
七
四

一
年
七
月

一
日
と
三
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は
演
奏
の
見
込
み
も
な
い
ま
ま
、
イ
タ
リ
ア
語
の
二
重
唱
を
二
曲

作
曲
し
て
い
る

（〈
夜
明
け
に
微
笑
む
あ
の
花
を
〉
(H
W
>
一
九
二
）、
〈信
じ
た
く
な
い
、
お
ま
え
た
ち
な
ん
て
〉
(H
W
>
一
八

九
））。

こ
れ
ら
は
翌
月
に
作
曲
さ
れ
る

《
メ
サ
イ
ア
〉
の
中
で
合
唱
曲
に
編
曲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ヘ
ン
デ
ル
が

〈
メ
サ
イ
ア
〉
の
台
本
を
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
か
ら
受
け
取

っ
た
の
は
こ
の
頃
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

ジ
ェ
ネ
ン
ズ
が
友
人
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ズ
に
宛
て
た
七
月
十
日
の
手
紙
に
こ
、

2
習
か
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
「
ヘ
ン
デ
ル
は
こ
の
冬
は
な
に
も
し
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
私
が
彼
の
た
め
に
作

っ
た
聖
旬
に

基
づ
く
も
う
つ
の
台
本
に
曲
を
つ
け
、
彼
自
身
の
顕
彰
演
奏
会
で
受
難
週
間
に
演
奏
す
る
よ
う
説
得
で
き
れ
ば

と
願

っ
て
い
ま
す
。
題
材
が
こ
れ
ま
で
の
い
か
な
る
作
品
を
も
凌
駕
し
て
い
る
が
ご
と
く
、
音
楽
も
こ
れ
ま
で
の

彼
の
ど
の
作
品
を
も
凌
駕
す
る
よ
う
、
彼
が
オ
能
と
熟
練
の
す
べ
て
を
傾
注
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
」
。

は
っ
き
り
と
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
夏
の
間
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
総
督
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ

ィ
ッ
シ
ュ
か
ら
、
ダ
ブ
リ
ン
で
の
演
奏
会
開
催
の
申
し
出
が
あ

っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
自
身
に
と
っ
て
ダ
ブ

ブ
リ
ン
市
民
に
浸
透
し
て
い

ヴ
ェ
ン
デ

リ
ン
は
未
知
の
町
で
あ

っ
た
が
、
彼
の
名
は
出
版
譜
や
演
奏
会
に
よ

っ
て
す
で
に
ダ

た
。
と
い
う
の
は
、

一
七
三
九
年
二
月
十
三
日
に
は
、
マ
ー
サ
ー
病
院
支
援
の
た
め
に
ヘ
ン
デ
ル
の
「
ユ
ビ
ラ
ー

テ
」
や

《戴
冠
式
ア
ン
セ
ム
〉
が、

一
七
四

0
年
二
月
十
四
日
に
は
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
教
会
で
も
同
様
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「ダ
ブ
リ
ン
声
楽
協
会
」
は

一
七
三
八
年
三
月
出
版
の

《
ア
レ
グ
ザ

ン
ダ
ー
の
饗
宴
》
の
楽
譜
を
、

「ダ
ブ
リ
ン
音
楽
協
会
」
は

一
七
四

0
年
四
月
出
版
の

《合
奏
協
奏
曲
集
作
品
六
》

ン
デ
ル
は
ダ
ブ
リ
ン
の
新
し
い
聴
衆
へ
の
期
待
、
慈

の
楽
譜
を
予
約
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

、
こ
の
申
し
出
を
快

ロ
ン
ド
ン
で
の
聴
衆
に
希
望
を
も
て
な
く
な

っ
て
い
た
ヘ

善
目
的
で
あ
る
こ
と
、
安
定
し
た
収
入
の
見
込
ま
れ
る
予
約
演
奏
会
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら

ヘ
ン
デ
ル
は

《
メ
サ
イ
ア
》
の
作
曲
に
取
り
掛
か
る
と
、
九
月
十
四
日

ン
デ
ル
が

《
メ
サ
イ
ア
》
を
作
曲

諾
す
る
。
一

七
四

一
年
八
月
二
十
二
日、

ま
で
の
お
よ
そ
三
週
間
で

一
気
に
こ
の
傑
作
オ
ラ
ト
リ
オ
を
完
成
さ
せ
た
。
ヘ

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
眉
唾
も
の
な
が
ら
、
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
の
見
事
な
台
本

ア
〉
は
ヘ
ン
デ
ル
に
し
て
は
異

中
、
感
涙
で
楽
譜
の
イ
ン
ク
が
滲
ん
だ
と
い

は
ヘ
ン
デ
ル
の
想
像
力
を
大
い
に
刺
激
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。《
メ
サ
イ

例
な
ほ
ど
借
用
が
少
な
く
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
想
で
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（例
外
は
、
イ
タ
リ
ア
語
の
二
諏
唱

に
基
づ
く
五
つ
の
楽
血
な
ど
）。
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第11草 決断／オラトリオヘ、そして新しい興行方式 (1741-47)

聖
書
に
対
す
る
幅
広
い
知
識
と
、
深
い
洞
察
力
を
そ
な
え
て
い
た
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
は
救
い
を
主
題
と
す
る

《
メ
サ

イ
ア
》
の
台
本
を
聖
書
か
ら
の
巧
み
な
引
用
で
綴
っ
て
い
る
。
ヘ
ン
デ
ル
の
多
く
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
、
題
材
は
旧

約
聖
書
に
拠
り
な
が
ら
も
、
生
身
の
人
間
ド
ラ
マ
を
描
く
こ
と
に
重
心
が
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

《
メ
サ

イ
ア
》
は、

〈
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
》
と
と
も
に
、
例
外
的
に
極
め
て
宗
教
的
で
、
降
誕
や
受
難
の
場
面

以
外
に
は
劇
的
な
要
素
も
な
い
。
し
か
し
、
ヘ
ン
デ
ル
は
こ
こ
に
、
オ
ペ
ラ
、
オ
ラ
ト
リ
オ
、
ア
ン
セ
ム
、
受
難

曲
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
音
楽
活
動
で
得
た
経
験
の
す
べ
て
を
傾
注
し
、
極
め
て
多
彩
で
、
起
伏
に
富
む
オ
ラ
ト
リ

オ
を
作
り
上
げ
た
。《
メ
サ
イ
ア
》
の
も
つ
宗
教
曲
独
特
の
崇
高
さ
、
壮
大
さ
は
ヘ
ン
デ
ル
の
他
の
劇
場
作
品
に

は
類
例
が
な
い
。

ダ
ブ
リ
ン
旅
行

ヘ
ン
デ
ル
は

《
メ
サ
イ
ア
》
完
成
後
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
な
劇
的
オ
ラ
ト
リ
オ

《
サ
ム
ソ
ン
》
(H

W
>
五
七
）
の
作
曲
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
。
作
曲
開
始
日
は
不
明
だ
が
、
自
箪
譜
の
第

一
幕
の
最
後
に
は
「
九

月
二
十
九
日
」
の
日
付
が
あ
る
。
十
月
二
十
九
日
に

《
サ
ム
ソ
ン
》
の
第
三
幕
ま
で
を

一
応
完
成
さ
せ
る
と

（最

終
的
な
完
成
は
翌
四
二
年
十
月
十
二
日
）、
そ
の
二
日
後
の
十
月
三
十

一
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は
ミ
ド
ル
セ

ッ
ク
ス
卿

(
-
七

―
-
＼
六
九
）
が
ヘ
イ
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
新
た
に
開
始
し
た
イ
タ
リ
ア

・
オ
ペ
ラ
・
シ
ー
ズ
ン
の
初
日
に
姿
を
現
し

て
い
る
。
演
目
は
パ
ス
テ
ィ
ッ
チ
ョ

・
オ
ペ
ラ

《
ペ
ル
シ
ア
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
》
で
あ
っ
た
。
編
曲
し
た
の
は

バ
ル
ダ
ッ
サ
ー
レ
・
ガ
ル

ッ
ピ
で
あ
る
と
雅
測
さ
れ
、
ハ
ッ
セ
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
レ
オ
、
ペ
シ
ェ
ッ
テ
ィ
な
ど
の

オ
ペ
ラ
か
ら
の
ア
リ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
公
演
は
惨
愉
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。

十

一
月
初
め
、
写
譜
家
の
ジ
ョ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・

ス
ミ
ス

（子
）
を
伴
っ
て
、
ヘ
ン
デ
ル
は
ダ
ブ
リ
ン

へ
と
旅
立

っ
た
。
予
定
さ
れ
た
演
奏
会
場
、
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ン
ブ
ル
街
の
ニ
ュ
ー

・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
は
そ

の
年
の
十
月
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

ホ
ー
ル
で
、
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
で
は
な
か

っ
た
。
こ
の
た
め
、

ヘ
ン
デ
ル
は
迷
う
こ
と
な
く
、
オ
ペ
ラ
で
は
な
く
、
英
語
の
オ
ラ
ト
リ
オ
的
作
品
ば
か
り
を
携
行
し
た
。
唯

一
、

イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ

《
イ
メ
ネ
ー
オ
》
を
携
行
す
る
が
、
こ
れ
も
演
技
な
し
の
演
奏
会
形
式
で
の
上
演
を
考
え
て

ヽ
こ
。

し

tダ
ブ
リ
ン
ヘ
向
か
う
途
中
、
ヘ
ン
デ
ル
は
船
に
乗
る
の
に
、
風
向
き
が
変
わ
る
の
を
待
っ
て
、
港
町
チ
ェ
ス

タ
ー
で
数
日
間
足
止
め
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
に
在
学
中
だ

っ
た
バ

ー
ニ
ー
は
有

名
な
ヘ
ン
デ
ル
を
興
味
深
く
観
察
し
て
い
る
。
彼
に
よ
る
と
、
ヘ
ン
デ
ル
は
足
止
め
さ
れ
て
い
る
間
に
、

《
メ
サ

イ
ア
》
を
試
演
し
よ
う
と
、
当
地
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
、
ベ
イ
カ
ー
氏
に
初
見
の
き
く
歌
手
を
紹
介
し
て
く
れ
る
よ

う
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
ジ
ャ
ン
ソ
ン
と
い
う
印
刷
職
人
が
現
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ま
っ
た
＜
譜
読
み
が
で
き
ず
、
堪
忍

袋
の
緒
を
切
ら
し
た
ヘ
ン
デ
ル
が
「
こ
の
恥
さ
ら
し
め1
•

初
見
で
歌
え
る
と
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
か

」
と
叫
ぶ
と
、

ジ
ャ
ン
ソ
ン
は
「
初
め
て
の
初
見
で
は
無
理
で
す
」
と
答
え
た
と
い
う
。

十

一
月
十
八
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は
ダ
ブ
リ
ン
に
到
着
し
た
。
十

一
月
二
十

一
日
の

『ダ
ブ
リ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。
「
先
の
水
曜
日

(+
八
日
）、
高
名
な
る
ヘ
ン
デ
ル
博
士
が
ホ
ー
リ
ー
ヘ
ッ
ド
か
ら
の

定
期
船
で
当
地
に
到
着
し
た
。
氏
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
音
楽
、
な
か
ん
ず
く
テ
・
デ
ウ
ム
、
ユ
ビ
ラ
ー
テ
、
ア
ン

セ
ム
な
ど
の
教
会
音
楽
の
優
れ
た
作
品
に
よ
り
、
世
界
中
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
た
紳
士
で
あ
る

（そ
れ
ら
の
作
品
は
、

139 138 
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数
年
前
、
ラ
ウ
ン
ド
教
会

[セ
ン
ト

・
ァ
ン
ド
リ
ユ

i
教
会
]
で
の
演
奏
会
の
メ
イ
ン

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
つ
た
も
の
で
ヽ
マ
i

サ
ー
病
院
の
慈
善
の
た
め
に
大
い
に
貢
献
し
た
も
の
で
あ
る
）
・：
」。

十

一
月
二
十

一
日
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
マ
リ
ア

・
ア
ヴ
ォ

ー
リ
オ

（ソ
プ
ラ
ノ
）
が
到

箔
し
た
。
十
二
月
十
日
、
セ
ン
ト

・
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
教
会
で
行
わ
れ
た
慈
善
演
奏
会
は
、
ヘ
ン
デ
ル
の
ダ
ブ
リ

ン

・
デ
ビ
ュ

ー
と
な
り
、
〈
ユ
ト
レ
ヒ
ト
・
テ
・
デ
ウ
ム
〉、
同

〈
ユ
ビ
ラ
ー
テ
〉
、
〈戴
冠
式
ア
ン
セ
ム
〉（一

部
）

が
演
奏
さ
れ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
人
気
の
高
ま
り
の
中
、
年
末
に
な
る
と
、
ヘ
ン
デ
ル
は
い
よ
い
よ
六
夜
か
ら
な
る
予

約
派
奏
会
を
開
催
し
た
。
会
場
は
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ン
ブ
ル
街
の
ニ
ュ

ー
・

ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク

・
ホ
ー
ル
、
初
日
は
十
二

月
二
十
三
日
の

《
陽
気
の
人
、
ふ
さ
ぎ
の
人
、
中
庸
の
人
》
で
あ
っ
た
。
十
二
月
二
十
九
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は
ジ
ェ

ネ
ン
ズ
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
ダ
ブ
リ
ン
市
民
の
歓
迎
振
り
と
演
奏
会
の
盛
況
振
り
を
報
告
し
て
い
る
。
「あ

な
た
が
私
に
示
し
て
く
だ
さ
っ
た
寛
大
な
お
心
遣
い
に
励
ま
さ
れ
、
当
地
で
収
め
た
成
功
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
貴
族
の
方
々
か
ら
は
六
晩
に
か
け
て
の
予
約
を
頂
き
、
六
百
人
収
容
の
ホ
ー
ル
は
満
席
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
私
は
入
り
口
で
チ
ケ
ッ
ト

（当
日
券
）
を

一
枚
た
り
と
も
売
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
決
し

て
自
惚
れ
で
は
な
く
、
演
奏
は
大
方
の
称
賛
を
得
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
私
が
連
れ
て
来
た
ア
ヴ
ォ
ー
リ
オ

女
史
は
非
常
に
好
評
で
す
し
、
私
が
育
て
た
テ
ノ
ー
ル
歌
手
も
大
変
満
足
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
バ

ス
・
パ

ー
ト
や
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
・

パ
ー
ト
も
大
変
良
く
、
合
唱
団
の
他
の
歌
い
手
た
ち
も

（私
の
指
揮
の
も

と
）
立
派
に
歌
っ
て
い
ま
す
。
器
楽
奏
者
は
と
い
え
ば
、
こ
れ
ま
た
実
に
見
事
で
す
。
デ
ュ
ボ
ー
グ
氏

（マ

シュ

ー・

デ
ュ
ボ
ー
グ
、
ヘ
ン
デ
ル
の
友
人
）
が
そ
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
奏
で
る
音
楽
は
こ
の
魅

力
的
な
ホ
ー
ル
に
心
地
よ
く
響
き
渡
り
、
私
も
そ
れ
に
励
ま
さ
れ

（ま
た
、
体
調
が
と
て
も
良
い
の
で
）、

一
心
に
オ

ル
ガ
ン
を
弾
き
、
常
以
上
の
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。
《
陽
気
の
人
、
ふ
さ
ぎ
の
人
、
中
庸
の
人
〉
で
開
幕
し
ま

し
た
。
《
中
庸
の
人
〉
の
歌
詞
は
大
い
に
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
安
心
下
さ
い
。
…
…
私
は
す
で
に
、
六

夜
の
予
約
演
奏
が
終
わ
っ
た
後
の
追
加
公
演
の
申
し
出
を
受
け
て
い
ま
す
。
総
督
閣
下

（毎
晩
欠
か
さ
ず
、
ご
家
族

と
も
ど
も
聴
き
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
）
は
陛
下
か
ら
私
の
滞
在
延
長
許
可
を
仰
ぐ
の
は
容
易
な
こ
と
と
お
考
え
で

す
の
で
、
予
定
よ
り
長
く
当
地
に
滞
在
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
：
．」
。

第
二
夜
は

一
七
四
二
年

一
月
十
三
日
で
、
派
目
は
再
び

《
陽
気
の
人
、
ふ
さ
ぎ
の
人
、
中
庸
の
人
〉
で
あ
っ
た
。

こ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
初
日
の
公
演
が
非
常
に
好
評
で
、
聴
衆
か
ら
の
強
い
再
演
希
望
に
応
じ
た
の
で
あ
る
。
以
後
、

一
月
二
十
日
と
二
十
七
日
の

〈
エ
イ
シ
ス
と
ガ
ラ
テ
ア
〉（
キ
ャ
ノ
ン
ズ
初
演
稿
を
二
部
に
分
け
た
も
の
。
英
語
の
み
）、

二
月
三
日
と
十
日
の

《
エ
ス
テ
ル
ー
に
よ
り
、
第

一
シ
リ
ー
ズ
を
終
了
す
る
と
、
早
く
も

一
週
間
後
の
二
月
十
七

H
の

〈
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
の
狸
宴
〉
に
よ
り
、
再
度
、
六
夜
か
ら
な
る
第
ニ
シ
リ
ー
ズ
を
開
堀
し
た
。
三
月
二
日

に
は
同
じ

《
ア
レ
グ
ザ
ン
ダ
ー
の
狸
宴
》
を、

三
月
十
七
日
に
は

《
陽
気
の
人
、
ふ
さ
ぎ
の
人
、
中
庸
の
人
》
を、

三
月
二
十
四
日
と
三
十

一
日
に
は

《
イ
メ
ネ
ー
オ
》
を
、
四
月
七
日
に
は

《
エ
ス
テ
ル
》
を
上
洞
し
た
。

ダ
ブ
リ
ン
で
の
派
目
は
ほ
と
ん
ど
英
語
の
オ
ラ
ト
リ
オ
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、

〈
イ
メ
ネ
ー
オ
ー
は
唯

一
の

イ
タ
リ
ア
語
の
作
品
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
こ
れ
は

一
七
四

0
年
十

一
月
の
初
演
時
に
は
わ
ず
か
に
二
回
し
か
上

演
さ
れ
な
か
っ
た
、
不
評
の
オ
ペ
ラ
で
あ
る
。
ヘ
ン
デ
ル
は
あ
え
て
こ
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
改
訂
し
、
オ
ペ
ラ

と
し
て
で
は
な
く
、
演
奏
会
形
式
に
よ
る
「
セ
レ
ナ
ー
タ
」
と
し
て
上
派
し
た

（英
語
式
に

〈
ハ
イ
メ
ン
〉
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
上
派
さ
れ
た
）
。
一

般
に
、

一
七
四

一
年
二
月
十
日
の

〈
デ
イ
ダ
ミ
ア
ー
は
ヘ
ン
デ
ル
の
指
揮
し
た
最
後

の
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
ヘ
ン
デ
ル
は
イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
に
見
切
り
を
付
け
た
と
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
ダ
ブ
リ
ン
で
の

《
イ
メ
ネ
ー
オ
》
上
演
は
、
演
奏
会
形
式
と
は
い
え
、

だ
イ
タ
リ
ア
語
の
作
品
に
執
着
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で
興
味
深
い
。

二
月
八
日
、
セ
ン
ト

・
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
教
会
に
お
い
て
、
マ
ー
サ
ー
病
院
の
た
め
の
慈
善
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
、

ヘ
ン
デ
ル
の

《
ユ
ト
レ
ヒ
ト

・
テ
・
デ
ウ
ム
》
、
同

《
ユ
ビ
ラ
ー
テ
》
、
《戴
冠
式
ア
ン
セ
ム
》（一

部
）
が
演
奏
さ

れ
た
。

《メ
サ
イ
ア
》

初
演

ヘ
ン
デ
ル
は
新
作
オ
ラ
ト
リ
オ

《
メ
サ
イ
ア
》
の
楽
譜
を
ダ
ブ
リ
ン
に
携
行
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
の
予

約
演
奏
会
で
は
ま
だ
そ
れ
を
上
演
し
て
い
な
か
っ
た
。
か
つ
て
、
ロ
ン
ド
ン
で

《
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
》

の
上
演
で
味
わ
っ
た
苦
い
経
験
か
ら
、
極
め
て
宗
教
色
の
濃
い
こ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
上
演
に
は
慎
重
に
な
つ
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
‘

―二
回
の
予
約
演
奏
会
と、

二
回
の
慈
善
演
奏
会
に
よ
り
、
人
気
の
高
ま
り
に

自
信
を
得
た
ヘ
ン
デ
ル
は
、
満
を
持
し
て

《
メ
サ
イ
ア
》
の
上
演
を
敢
行
す
る
。

三
月
二
十
七
日
の

『ダ
ブ
リ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
お
い
て
、

《
メ
サ
イ
ア
》
の
名
は
初
め
て
公
に
さ
れ
た
。

「
い
く
つ
か
の
刑
務
所
の
囚
人
救
済
と
、
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
街
に
あ
る
マ

ー
サ
ー
病
院
、
及
び
、
イ
ン
ズ
波
止
場
の

慈
善
診
療
所
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
四
月
十
二
日
の
月
曜
日
に
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ン
ブ
ル
街
の
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・

ホ
ー
ル
で

《
メ
サ
イ
ア
》
と
呼
ば
れ
る
ヘ
ン
デ
ル
氏
の
新
し
い
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ラ
ト
リ
オ
が
演
奏
さ
れ
る
。
二

つ

の
大
聖
堂
の
聖
歌
隊
か
ら
の
男
性
歌
手
が
共
演
し
、
ヘ
ン
デ
ル
氏
の
オ
ル
ガ
ン
協
奏
曲
も
併
せ
て
演
奏
さ
れ
る
」
。

実
際
に
は
、
《
メ
サ
イ
ア
〉
は
リ
ハ
ー
サ
ル
も
本
番
も

一
日
ず
つ
延
期
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
月
九
日
の
公
開

リ
ハ

ー
サ
ル
か
ら
す
で
に

〈
メ
サ
イ
ア
》
の
評
判
は
異
常
な
高
ま
り
を
見
せ
た
た
め
、
十
日
の

『ダ
ブ
リ
ン
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
は
、
演
奏
会
当
日
の
会
場
の
混
雑
緩
和
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
警
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
「こ

の
演
奏
会
に
出
席
す
る
と
い
う
栄
誉
を
得
た
ご
婦
人
方
に
は
フ
ー
プ
を
着
け
ず
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
。
よ
り

多
く
の
人
が
入
場
で
き
れ
ば
、
慈
善
の
意
味
も
そ
れ
だ
け
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
」。

四
月
十
三
日
の
初
演
は
大
成
功
で
あ
り
、
聴
衆
に
深
い
感
動
を
与
え
た
。
四
月
十
七
日
の

『ダ
ブ
リ
ン
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
「…
憧
れ
を
抱
い
て
群
れ
集
っ
た
聴
衆
に

《
メ
サ
イ
ア
》
が
与
え
た

こ
の
上
な
い
喜
び
は
言
葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
。
高
貴
で
威
厳
に
満
ち
た
感
動
的
な
歌
詞
に
付
け
ら
れ
た
音
楽

の
崇
高
さ
と
気
品
と
優
し
さ
は
、
と
も
に
相
携
え
て
悦
惚
と
し
た
心
と
耳
を
と
ら
え
、
魅
了
し
た
…
」
。
事
前
の

警
告
が
功
を
奏
し
、
六
百
人
収
容
の
ホ
ー
ル
に
は
七
百
人
が
入

っ
た
。
収
益
は
四

0
0
ポ
ン
ド
に
達
し
、

三
つ
の

慈
善
事
業
に

―二
七
ポ
ン
ド
ず
つ
寄
付
さ
れ
た
。

初
演
時
の
歌
手
は
ア
ヴ
ォ
ー
リ
オ

（ソ
プ
ラ
ノ
）、
ス
ザ
ン
ナ
・
マ
リ
ア

・
シ
バ

ー

（ア
ル
ト
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ラ
ム

（カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）、
ジ
ョ

ー
ゼ
フ
・
ウ
ォ

ー
ド

（カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ナ
ー
）、
ジ
ェ
イ
ム
ズ

・
ベ
イ
リ
ー
ズ

（テ

ノ
ー
ル
）、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル

（バ
ス
）、
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ス
ン

（バ
ス
）
で
あ
っ
た
。
合
唱
の
メ
ン
バ

ー
は
ダ
ブ
リ
ン

の
二
つ
の
大
聖
堂
、
セ
ン
ト

・
パ
ト
リ
ッ
ク
と
セ
ン
ト

・
ク
ラ
イ
ス
ト
の
聖
歌
隊
か
ら
二
十
六
人
が
選
ば
れ
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
ヘ
ン
デ
ル
の
友
人
で
、
数
年
前
か
ら
ダ
ブ
リ
ン
に
渡
っ
て
い
た
マ
シ
ュ

ー
・

デ
ユ
ボ
ー
グ
率
い

る
地
元
の
メ
ン
バ

ー
が
担
当
し
た
。
歌
手
の
中
で
は
二
人
の
女
性
以
外
は
い
ず
れ
も
地
元
の
歌
手
で
あ

っ
た
。
イ

タ
リ
ア
人
ソ
プ
ラ
ノ
の
ア
ヴ
ォ

ー
リ
オ
は
連
の
ダ
ブ
リ
ン
で
の
予
約
演
奏
会
の
た
め
に
、
ヘ
ン
デ
ル
が
ロ
ン
ド

ヘ
ン
デ
ル
が
こ
の
時
点
で
も
ま
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ン
か
ら
伴
い
、
ダ
ブ
リ
ン
で
の
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
、
プ
リ
マ
の
役
を
担
い
、
好
評
を
博
し
た
。
そ
の
後
の
ロ
ン

ド
ン
で
の
ヘ
ン
デ
ル

・
オ
ラ
ト
リ
オ
に
も
出
演
し
て
い
る
が
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
プ
リ
マ
の
座
を
デ
ュ
パ
ル
ク
に

譲
っ
て
い
る
。
シ
バ

ー
夫
人
は
作
曲
家
ト
ー
マ
ス

・
ア
ー
ン

（子
）
の
妹
で
、
歌
手
と
し
て
も
舞
台
女
優
と
し
て

も
有
能
な
女
性
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
有
名
な
舞
台
俳
優
シ
バ

ー
の
息
子
セ
オ
フ
ィ
ラ
ス

・
シ
バ

ー
と
結
婚
し
た
が
、

不
仲
で
、
他
の
男
性
と
駆
け
落
ち
し
、
ダ
ブ
リ
ン
に
来
て
い
た
と
こ
ろ
、
ヘ
ン
デ
ル
の
目
に
留
ま
り
、

三
月
の

〈
イ
メ
ネ
ー
オ
〉
の
上
派
か
ら
、
ヘ
ン
デ
ル
作
品
と
関
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

ヘ
ン
デ
ル
は
彼
女
を
高
く
評

価
し
、

《
メ
サ
イ
ア
》
初
演
の
ア
ル
ト
に
抜
擢
し
た
の
で
あ
る
。
シ
バ

ー
夫
人
の
歌
う
ア
ル
ト
の
ア
リ
ア
H
e
w
a
s
 

d
e
s
p
i
s
e
d
に
す

っ
か
り
感
動
し
た
デ
ィ
レ
イ
ニ
ー
師

（の
ち
に
ペ
ン
ダ
ー
ヴ
ズ
夫
人
と
結
婚
）
が
思
わ
ず
立
ち
上
が
っ

て
、
「
ご
婦
人
、
あ
な
た
の
す
べ
て
の
罪
が
こ
の
歌
で
許
さ
れ
ま
す
よ
う
に
ー
・
」
と
叫
ん
だ
と

い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
、
彼
女
の
過
去
を
知
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
の
発
言
で
あ
っ
た
。

ヘ
ン
デ
ル
は

〈
メ
サ
イ
ア
》
の
大
成
功
に

一
層
気
を
良
く
し、

五
月
二
十
五
日
に
は

《
サ
ウ
ル
〉
を
、
さ
ら
に
、
六
月
三
日
に

は

〈
メ
サ
イ
ア
〉
の
二
回
目
の
上
派
を
行
っ
て
い
る
。
当
初、

ヘ
ン
デ
ル
は
冬
の
間
だ
け
ダ
ブ
リ
ン
に
滞
在
す
る
予
定
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
予
想
以
上
の
大
歓
迎
に
す
っ
か
り
気
を
良
く
し

た
ヘ
ン
デ
ル
は
予
定
を
大
幅
に
延
長
し
て
、

夏
ま
で
ダ
ブ
リ
ン

に
滞
在
し
、
よ
う
や
く
八
月
十
三
日
、
ロ

ン
ド
ン
に
向
け
て
出

航
し
た
。

ダ
プ
リ
ン
で
の
九
カ
月
は
ヘ
ン
デ
ル
の
生
涯
で
も
稀
に
見
る
幸
福
な
日
々
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、

そ
の
後
の
彼

の
音
楽
活
動
を
方
向
付
け
る
重
要
な
日
々
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ダ
ブ
リ
ン
で
の

一
連
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
よ
る

演
奏
会
の
成
功
に
よ
り
、
ヘ
ン
デ
ル
が
そ
の
後
の
方
向
を
オ
ラ
ト
リ
オ
ヘ
と
決
定
し
た
と
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。

地
方
都
市
ダ
ブ
リ
ン
で
の
成
功
は
、
か
つ
て
の
オ

ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
同
様
、
あ
く
ま
で
例
外
的
な
も
の
に
終
わ
る

危
険
性
を
残
し
て
い
た
。

一
七
四
二
年
秋
、

ロ
ン
ド
ン
に
戻
る
と
、
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
オ
ペ
ラ
上
演
を
行
っ
て
い
た
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス

卿
か
ら
オ
ペ
ラ
の
作
曲
依
頼
を
受
け
た
が
、
ヘ
ン
デ
ル
は
そ
れ
を
断

っ
て
い
る
。
む
し
ろ
、
ヘ
ン

デ
ル
は
次
の
冬

も
ダ
ブ
リ
ン
に
渡
っ
て
、
オ
ラ
ト
リ
オ
の
シ
ー
ズ
ン
を
も
と
う
と
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
計
画
は
実
現

せ
ず
、
最
終
的
に
は
ダ
ブ
リ
ン
同
様
の

「
六
回
か
ら
な
る
予
約
制
に
よ
る
オ
ラ
ト
リ
オ

・
シ
ー
ズ
ン
」
を
ロ
ン
ド

ン
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
る

。

・

十
月
十
二
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は

〈
サ
ム
ソ
ン
〉
の
ス
コ
ア
を
改
訂
し、

最
終
的
に
完
成
さ
せ
た
。
台
本
は
ニ
ュ

ー

バ
ラ

・
ハ
ミ
ル
ト
ン
が
ミ
ル
ト
ン
の

『闘
士
サ
ム
ソ
ン
」
か
ら
翻
案
し
た
。
こ
こ
で
は
教
会
音
楽
の
も
つ
荘
厳
さ

と
オ
ペ
ラ

・
ア
リ
ア
の
抒
情
性
が
理
想
的
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
熱
狂
的
で
ホ
モ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
ペ

リ
シ
テ
人

（異
教
徒
）
の
合
唱
と
、
荘
厳
で
ポ
リ
フ
ォ
ニ

ッ
ク
な
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
合
唱
の
使
い
分
け
は
巧
み
で
、
サ
ム
ソ
ン

の
絶
望

(T
otal
ecl
ips
e)

か
ら
、
デ
リ
ラ
の
妖
艶
さ

(W
i
t
h
plaint
iv
e
 n
o
tes)

ま
で
、
個
々
の
ア
リ
ア
の
も
つ
雰
囲

《サ
ム
ソ
ン
》
初
演
と

《
メ
サ
イ
ア
》
ロ
ン
ド
ン
初
演

シバー夫人

（提供：ロンドン・ヘンデル・ハウス）
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気
も
幅
広
く
多
様
で
あ
る
。

《
サ
ム
ソ
ン
》
は

一
七
四
三
年
二
月
十
八
日
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト

・
ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
初
演
さ
れ
、
大
成
功
を
収

め
た
。
こ
れ
は
、
六
夜
か
ら
な
る
四
旬
節
中
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
よ
る
予
約
演
奏
会
の
初
日
で
あ
っ
た
。
歌
手
は
サ

ム
ソ
ン
が
テ
ノ
ー
ル
の
ビ
ア
ー
ド
、
デ
リ
ラ
が
ソ
プ
ラ
ノ
の
キ
テ
ィ

（キ
ャ
サ
リ
ン
）
・
ク
ラ
イ
ヴ
、
ミ
カ
が
ア
ル

ト
の
シ
バ

ー
夫
人
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
イ
ギ
リ
ス
人
歌
手
で
占
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ペ

リ
シ
テ
人
の
女
、
ま
た
は
イ

ス
ラ
エ
ル
の
女
の
ア
ヴ
ォ

ー
リ
オ
の
み
、
イ
タ
リ
ア
人
で
あ

っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
は
そ
の
六
夜
の
演
奏
会
の
す
べ
て

に
お
い
て

《
サ
ム
ソ
ン
》
を
上
演
し
、
い
ず
れ
も
満
席
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
作
曲
者
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、

ヘ
ン
デ
ル
・
オ
ラ
ト
リ
オ
は
聖
書
に
基
つ
く
充
実
し
た
台
本
と
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
音
楽
と
が

一
体
と
な
り
、

宗
教
心
と
倫
理
観
を
高
め
、
精
神
的
高
揚
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
、
新
た
な
支
持
者
を
獲
得
し

つ
つ
あ
っ
た
。

と
も
あ
れ
、
ヘ
ン
デ
ル
は
最
初
の
六
夜
が
人
気
を
得
た
た
め
、
さ
ら
に
、

三
月
十
六
日
か
ら
、

二
回
目
の
六
夜

か
ら
な
る
四
旬
節
中
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
よ
る
予
約
湖
奏
会
を
開
始
し
た
。
そ
の
中
で
、

《
サ
ム
ソ
ン
》
を

一
回、

《
陽
気
の
人
、
ふ
さ
ぎ
の
人
、
中
庸
の
人
〉
を

一
回
上
演
し
た
の
ち
、
ヘ

ン
デ
ル
は

《
メ
サ
イ
ア
》
の
ロ
ン
ド
ン

初
演
に
踏
み
切

っ
た
。

三
月
十
九
日
、

『デ
イ
リ
ー
・

ア
ド
ヴ
ァ
タ
イ
ザ
ー
』
に
は
次
の
よ
う
な
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
。
「新
し
い
宗
教

的
オ
ラ
ト
リ
オ
。
オ
ル
ガ
ン
協
奏
曲
を
併
演
」
。
か
つ
て
の

〈
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
》
初
演
の
際
の
苦
い

経
験
か
ら
、
ヘ
ン
デ
ル
は

〈
メ
サ
イ
ア
》
と
い
う
あ
ま
り
に
宗
教
的
な
名
称
の
使
用
を
避
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
月
二
十
三
日、

《
メ
サ
イ
ア
》
の
ロ
ン
ド
ン
初
演
が
行
わ
れ
た
。
配
役
は
ソ
プ
ラ
ノ
が
ア
ヴ
ォ

ー
リ
オ
、
エ

ク
ラ
イ
ヴ
の
三
人、

ア
ル
ト
が
シ
バ

ー
夫
人
、

テ
ノ
ー
ル
が
ビ
ア
ー
ド
、

バ
ス
が
ラ
イ
ン
ホ
ー
ル

ド
ワ
ー
ド
嬢
、

ド
で
あ

っ
た
。

名
称
の
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
聴
衆
の
反
応
は
冷
や
や
か
で
あ

っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ

ト
リ
オ
を
支
え
て

い
た
の
は
新
た
に
勃
興
し
た
中
産
階
級
で
あ

っ
た
。
彼
ら
の
精
神
的
支
柱
と
な

っ
て
い
た

ピ
ュ

ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
教
会
に
お
け
る
華
や
か
な
音
楽
を
慎
み
、
素
朴
な
方
法
で
賛
美
歌
を
歌
う
こ
と
を
主
張

し
、
劇
場
に
対
し
て
は
そ
の
腐
敗
を
強
く
非
難
し
て
い
た
。
彼
ら
は
オ
ラ
ト
リ
オ
の
も
つ
倫
理
観
の
高
揚
や
宗
教

的
教
化
の
効
用
を
認
め
て
は
い
た
が
、
劇
場
で
「
聖
句
そ
の
も
の
」
を
歌
う
こ
と
に
対
し
て
は
強
い
抵
抗
が
あ

っ

こ
。
t
 《メ
サ
イ
ア
》
初
派
前
の
三
月
十
九
日
、
『
ユ
ニ
ヴ

ァ
ー
サ
ル
・
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
』
に
は
、
こ
の
作
品
の
劇
場

で
の
上
演
に
異
議
を
唱
え
る

警
告
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
：•オ
ラ
ト
リ
オ
は

宗
教
的
行
為
か
否
か
。

も
し
、
そ
う

で
あ
る
な
ら
、
劇
場
は
そ
れ
を
演
奏
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
教
会
た
り
得
る
か
…
も
し
、

そ
れ
が
宗
教
的
行
為
と

し
て
で
は
な
く
、
単
な
る
娯
楽
や
楽
し
み
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
な
ら
、
神
の
御
名
と
御
言
葉
を
か
く
も
軽
々
し

く
用
い
て
い
る
の
は
、
な
ん
と
い
う
冒
潰
で
あ
ろ
う
か
：
．
」。

ロ
ン
ド
ン
初
演
に
お
い
て
、
ヘ
ン
デ
ル
が

《
メ
サ

イ
ア
》
を
単
に

《新
し
い
宗
教
的
オ
ラ
ト
リ
オ
》
と
し
か
広
告
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
反
論
を
危
惧
し

て
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。《
メ
サ
イ
ア
〉
が
ロ
ン
ド
ン
の
聴
衆
に
心
底
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、

一
七
五

0
年
以
降
恒
例
化
す
る
、
孤
児
養
育
院
に
お
け
る
慈
善
の
た
め
の

《
メ
サ
イ
ア
》
上
演
に
よ

っ
て
で
あ

っ

こ
。
t
 台本
作
家
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
す
ら
、
ヘ
ン
デ
ル
が
わ
ず
か
に
三
週
間
で

《
メ
サ
イ
ア
》
を
作
曲
し
、
自
分
の
聴
く
こ

147 146 1

1

 



第11章 決断／オラトリオヘ、そして新しい興行方式 (1741-47)

と
の
で
き
な
い
ダ
ブ
リ
ン
で
初
泄
し
た
こ
と
に
腹
を
立
て
て
い
た
。
友
人
の
ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
に
宛
て
た

一
七
四

三
年

一
月
十
七
日
付
け
の
手
紙
に
、
ジ

ェ
ネ
ン
ズ
は
こ
う
書
い
て
い
る
。
「
…
彼
の

〈
メ
サ
イ
ア
〉
に
は
が

っ
か

り
し
ま
し
た
。
彼
は
そ
の
作
曲
に

一
年
か
け
、
彼
の
作
品
中
、
最
高
の
も
の
に
す
る
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
大

急
ぎ
で
作
曲
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
具
合
に
裏
切
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
に
は
今
後
宗
教
的
な
台
本

は
渡
さ
な
い
こ
と
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
：
．」
。
彼
の

《
メ
サ
イ
ア
》
批
判
に
は

《
陽
気
の
人
、
ふ
さ
ぎ
の
人
、

中
附
の
人
》
が

一
七
四

一
年
四
月
八
日
に
再
演
さ
れ
た
折
、
自
ら
が
台
本
を
書
い
た

「中
庸
の
人
」
が
削
除
さ
れ

た
こ
と
に
対
す
る
不
快
感
も
混
じ

っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

《
メ
サ
イ
ア
ー
は
こ
の
シ
ー
ズ
ン
に
計
三
回
上
演
さ
れ
た
が
、
反
応
は
思
わ
し
く
な
く
、

三
月
三
十

一
日
に
再

び

《
サ
ム
ソ
ン
〉
を
上
演
し
て
、
シ
ー
ズ
ン
の
幕
を
閉
じ
た
。
ダ
ブ
リ
ン
後
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
最
初
の
オ
ラ
ト
リ

オ

・
シ
ー
ズ
ン
が
全
体
と
し
て
成
功
に
終
わ
っ
た
こ
と
で
、
ヘ
ン
デ
ル
は
今
こ
そ
己
の
進
む
べ
き
道
を
オ
ラ
ト
リ

オ
と
定
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
シ
ー
ズ
ン
前
の
ヘ
ン
デ
ル
に
は
オ
ラ
ト
リ
オ
に
対
す
る
絶
対
的
な

自
信
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ダ
ブ
リ
ン
の
よ
う
な
地
方
の
成
功
は
例
外
的
な
現
象
で
あ
る
こ
と
を
ヘ
ン
デ
ル

わ
さ
ま

は
弁
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
聴
衆
に
は
ヘ
ン
デ
ル
は
何
度
も
裏
切
ら
れ
て
き
た
。
一

七
四
三
年

の
ロ
ン
ド
ン
で
の
オ
ラ
ト
リ
オ
・
シ
ー
ズ
ン
は
ヘ
ン
デ
ル
に
と

っ
て
非
常
に
勇
気
の
要
る
企
画
で
あ

っ
た
。
も
し
、

こ
の
オ
ラ
ト
リ
オ

・
シ
ー
ズ
ン
が
再
度
失
敗
に
終
わ
っ
た
と
し
た
ら
、
ヘ
ン
デ
ル
は
完
全
に
道
を
見
失
い
、
そ
の

後
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
傑
作
は
生
ま
れ
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
す
ら
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

〈
サ

ム
ソ
ン
》
の
大
成
功
は
、
ヘ
ン
デ
ル
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
出
来
事
で
あ

っ
た
。

《セ
メ
レ
》

七
四
三
年
四
月
、
ヘ
ン
デ
ル
は
二
度
目
の
卒
中
を
起
こ
し
た
。
ホ
ー
ル
ズ
ワ
ー
ス
は
、
ジ

ェ
ネ
ン
ズ
の
ヘ
ン

デ
ル
批
判
に
そ
の
原
因
が
あ
る
と
し
て
、
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
を
責
め
て
い
る

（
一
七
四
三
年
十
月
二
十
八
日
付
け
の
手
紙
）。

健
康
を
損
ね
た
ヘ
ン
デ
ル
は
次
の
シ
ー
ズ
ン
は
な
に
も
し
な
い
の
で
は
と
不
安
視
さ
れ
た
が
、

実
際
は
そ
れ
ほ
ど

の
も
の
で
は
な
か

っ
た
ら
し
く
、
間
も
な
く
旺
盛
な
創
作
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
六
月
三
日
に
は
、
新
作
オ
ラ
ト

リ
オ

《
セ
メ
レ
》
(H
W
>
五
八
）
の
作
曲
を
開
始
し
て
い
る
。
台
本
は

一
七
0
六
年
の
コ
ン
グ
リ
ー
ヴ
の
英
語
オ

ペ
ラ
台
本
（
作
曲
／
エ
ク
ル
ズ）

に
基
づ
く
が
、
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
用
に
誰
が
編
篠
し
た
の
か
は
不
明
で
あ

る

（ニ
ュ
ー
バ
ラ

・
ハ
ミ
ル
ト
ン
で
あ
る
と
の
椎
測
も
あ
る
）。

題
材
は

《
エ
イ
シ
ス
と
ガ
ラ
テ
ア
〉
と
同
じ
、
オ
ウ
ィ

デ
ィ
ウ
ス
の

『変
身
諏
』
で
あ
る
。

一
七
四

一
年
に
連
続
し
て
作
曲
さ
れ
た

《
メ
サ
イ
ア
》
と

〈
サ
ム
ソ
ン
〉
は
極
め
て
対
照
的
な
作
品
で
あ
る
が
、

《
セ
メ
レ
》
は
そ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
新
し
い
方
向
性
を
示
す
作
品
で
あ

っ
た
。
こ
の
作
品
の
特
異
性
は
人
間

の
情
欲
を
赤
裸
々
に
描
い
て
い
る
点
に
あ
り
、
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
が

「
淫
ら
な
オ
ペ
ラ
」
と
評
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。

デ
ィ
レ
イ
ニ

ー
夫
人
も
リ
ハ

ー
サ
ル
を
聴
い
た
時
点
で
、
す
で
に
こ
の
作
品
を

「ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
で
、
こ

れ
ま
で
行
わ
れ
た
ど
の
作
品
と
も
異
な
る
」
と
鋭
く
評
し
て
い
る

（一

七
四
四
年

一
月
二
十
四
日
付
け
の
妹
宛
て
の
手

紙
）。

今
日
的
視
点
に
立
て
ば
、

《
セ
メ
レ
〉
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
晩
年
の
オ
ペ
ラ
に
も
通
じ
る
傑
作
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
の

ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
定
着
し
つ
つ
あ

っ
た
オ
ラ
ト
リ
オ
文
化
は
、
そ
れ
が

「宗
教
的
教
化
」
、
も
し
く
は

「精
神
的
高
揚
」
に
有
益
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
題
材
を
得
た

《
セ
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孤
児
養
育
院
で
の

《
メ
サ
イ
ア
》

六
＼
）
は
こ
の
作
品
を

「
傷
負
い
し
崇
高
性
」
と
評
し
て
い
る
。

《
テ
オ
ド
ー
ラ
》
の
不
評
を
挽
回
す
る
た
め
に
、

一
七
五

0
年
の
シ
ー
ズ
ン
で
は
人
気
作
品

《
ユ
ダ
ス
・
マ
カ

ベ
ウ
ス
》
と

《
サ
ム
ソ
ン
》
が
再
演
さ
れ
た
。
シ
ー
ズ
ン
の
締
め
く
く
り
は
、
す
っ
か
り
習
慣
化
さ
れ
た

《
メ
サ

イ
ア
》
で
あ
っ
た

（四
月
十
二
日
）。

こ
の
時
、
イ
タ
リ
ア
人
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
、
グ
ア
ダ
ー
ニ

が
初
め
て
ヘ
ン
デ

ル
・
オ
ラ
ト
リ
オ
に
加
わ

っ
た
。
以
後
の
シ
ー
ズ
ン
に
お
い
て
、

《
ユ
ダ
ス
・
マ
カ
ベ
ウ
ス
》
、
《
サ
ム
ソ
ン
》
、

《
メ
サ
イ
ア
》
の
三
作
は
オ
ラ
ト
リ
オ
・
シ
ー
ズ
ン
の
定
番
と
し
て
ほ
ぼ
毎
回
、
上
演
さ
れ
て
い
く
。

幕
間
音
楽
劇

《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
選
択
》

そ
こ
で
は
ド

全

―二
回
の
オ
ラ
ト
リ
オ
上
演
に
よ
り
、

一
七
五

0
年
の
シ
ー
ズ
ン
を
閉
幕
し
た
あ
と
、
ヘ
ン
デ
ル
は
五
月

一

日
、
新
設
さ
れ
た
孤
児
養
育
院
礼
拝
常
に
お
け
る
慈
善
演
奏
会
と
し
て

《
メ
サ
イ
ア
》
を
上
演
し
、
そ
の
収
益
金

を
同
養
育
院
に
寄
付
し
た
。
五
月
九
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は
そ
れ
ま
で
の
功
組
を
評
価
さ
れ
、
同
養
育
院
の
理
事
に
推

挙
さ
れ
て
い
る
。
同
養
育
院
に
お
け
る

《
メ
サ
イ
ア
》
の
慈
善
派
奏
会
は
五
月
十
五
日
に
も
行
わ
れ
た
。
ヘ
ン
デ

ル
は
こ
の
礼
拝
堂
用
に
オ
ル
ガ
ン
を
寄
贈
し
て
お
り
、
五
月

一
日
の

《
メ
サ
イ
ア
》
上
演
は
そ
の
弾
き
初
め
で
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、
楽
器
が
完
全
に
完
成
し
た
の
は
五
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
は
こ
れ
以
降
、
死
ぬ
年

ま
で
、
オ
ラ
ト
リ
オ
・
シ
ー
ズ
ン
終
了
後
、
同
養
育
院
に
お
け
る

〈
メ
サ
イ
ア
》
の
慈
善
演
奏
会
を
開
催
し
、
そ

の
収
益
を
寄
付
し
続
け
て
い
る
。

六
月

一
日
、
六
十
五
歳
の
ヘ
ン
デ
ル
は
死
を
意
識
し
始
め
た
か
の
よ
う
に
辿
書
を
書
い
て
い
る
。

イ
ツ
在
住
の
縁
者

（最
愛
の
姪
ヨ
ハ
ン
ナ
、
異
母
兄
カ
ー
ル
の
孫
、
異
母
姉
の
娘

（従
姉
妹
）
と
そ
の
子
ど
も
た
ち
）、
永
年
自

分
を
助
け
て
く
れ
た
助
手
の
ス
ミ
ス

（父）
、
そ
し
て
召
使
た
ち
に
ま
で
気
配
り
を
忘
れ
て
い
な
い
。

六
月
二
十
八
日
、
ヘ
ン
デ
ル
は
幕
間
音
楽
劇

《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
選
択
》
の
作
曲
を
開
始
し
、
七
月
五
日
に
完
成

し
た
。
こ
の
作
品
で
は
、
そ
の
年
の
初
め
に
上
演
予
定
で
あ
り
な
が
ら
、
結
果
的
に
上
演
さ
れ
な
か
っ
た
劇
付
随

音
楽

《
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
》
が
大
幅
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
が
劇
付
随
音
楽
で
あ
っ
た
た
め
、
ア
リ
ア
や

合
唱
は
バ
ラ

ッ
ド
・
オ
ペ
ラ
の
よ
う
な
軽
い
雰
囲
気
を
保
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
親
し
み
易
い
雰
囲
気

を
創
り
出
し
て
い
る
。
音
楽
の
多
く
を

《
ア
ル
チ
ェ
ス
テ
》
に
依
存
し
な
が
ら
、
ヘ
ン
デ
ル
は
そ
れ
ら
を
新
た
な

文
脈
の
中
に
配
置
し
、
必
要
な
修
正
を
施
し
、
ア
リ
ア
と
合
唱
を
連
結
し
、
要
所
要
所
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
楽
曲

を
加
え
た
。
こ
う
し
て
ヘ
ン
デ
ル
は

《
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
選
択
》
に
崇
高
性
を
付
与
し
、
原
曲
の

《
ア
ル
チ
ェ
ス

テ
》
と
は

一
味
も
二
味
も
異
な
る
作
品
へ
と
昇
華
さ
せ
た
。
青
年
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が

「快
楽
」
と
「
美
徳
」
か
ら
誘

わ
れ
る
が
、
最
後
は
美
徳
の
道
を
選
択
し
、
神
々
に
列
せ
ら
れ
る
と
い
う
題
材
は
当
時
人
気
の
題
材
で
あ

っ
た
。

十
七
、
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
こ
で
扱
わ
れ
る
倫
理
的
、
道
徳
的
に
正
し
い
道
は
、
そ
の
ま
ま
キ
リ
ス

ト
教
徒
と
し
て
の
正
し
い
生
き
方
に
置
き
換
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
が
神
々
に
列
せ
ら
れ
る
ヘ
ラ

ク
レ
ス
を
讃
え
る
最
後
の
合
唱
に
極
め
て
宗
教
的
な
崇
高
性
を
付
与
し
て
い
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

多
分
八
月
中
旬
頃
、
ま
る
で
ド
イ
ツ
の
親
戚
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
す
る
か
の
ご
と
く
、
ヘ
ン
デ
ル
は
最
後
の
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作品篇

る
そ
れ
ぞ
れ
の
気
分
の
音
楽
的
な
対
照
が
見
事
で
あ
る
。
特
に
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
人
の
悩
れ
た
美
し
い
田
園
風
娯
が
音
楽
に
よ
っ

て
印
象
的
に
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ト
リ
オ

〈
メ
サ
イ
ア
〉
(H
W
>
五
六
）
初
演
／

一
七
四
二
年
叫
月
十
＿l-
日
、
ダ
プ
リ
ン
の
フ
ィ

ッ
シ
ャ
ン
プ
ル

・
ミ
ュ

ー

ジ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
。
ロ
ン
ド
ン
初
祇
／

一
七
四
＝
年
＇三
月
二
十
三
日
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト

・
ガ
ー
デ
ン
王
立
劇
場
。
台
本
／
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
。

ジ
ェ
ネ
ン
ズ
は
新
約
、
旧
約
の
中
か
ら
塑
句
を
自
在
に
選
び
、
新
た
な
文
脈
の
中
に
配
し
て
、
救
枇
主
の
到
来
の
預
言
、
降
誕
、

受

難
、
福
音
の
広
が
り
、
復
活
、
栄
光
ま
で
を
感
動
的
に
謳
い
あ
げ
て
い
る
。
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
中
で
は
例
外
的
に
極
め
て

宗
教
的
な
作
品
で
あ
り
、
劇
場
用
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、

内
容
的
に
は

ア
ン
セ
ム
に
極
め
て
近
い
。
ヘ
ン
デ
ル
は
そ
の
宗
教
的
な

歌
詞
の
i

行

一
行
に
敬
炭
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
鋭
敏
に
、
ま
た
、

的
確
に
反
応
し
て
い
る
。
深
い
析
り
の
心
情
を
似
み
深
く
歌

う
抑
制
美
の
際
立
つ
ア
リ
ア
か
ら
、
絶
対
的
な
神
を
讃
え
る
荘
厳
無
比
の
合
唱
ま
で
、
受
難
の
悲
し
み
か
ら
生
誕
の
歓
喜
ま
で
、
音

楽
は
極
め
て
多
様

・
多
彩
で
、
起
伏
に
富
む
。

オ
ラ
ト
リ
オ

〈
サ
ム
ソ
ン
〉
(H
W
>
五
七
）
初
梱
／

一
七
四
三
年
二
月
十
八
日
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・

ガ
ー
デ
ン
王
立
劇
場
。
台
本

/
N

・
ハ
ミ
ル
ト
ン
。
題
材
は
旧
約
型
車
5

「士
師
記
j

の
怪
カ
サ
ム
ソ
ン
。
曖
昧
な
場
面
設
定
、

二
つ
の
場
而
の
同
時
進
行
と
い

っ

た
時
間
と
空
間
の
自
在
な
扱
い
な
ど
、
台
本
に
は
演
奏
会
形
式
で
あ
る
が
ゆ
え
の
特
性
が
巧
み
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
言
菓
ど
音
楽

の
一
体
化
は

一
陪
緊
密
化
し
、
人
間
の
内
而
心
理
の
掘
り
下
げ
も
深
い
。
異
教
徒
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
対
照
的
表
現
が
全
篇
で
試

み
ら
れ
て
い
る
。
サ
ム
ソ
ン
の
仰
業
を
讃
え
る
輝
か
し
い
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

・
ア
リ
ア
L
e
t
t
h
e
 bright S
e
r
a
p
h
i
m
と
、
そ
れ
に
続
く

最
終
合
唱
L
e
t
t
h
e
 c
e
lestial c
o
n
c
e
r
t
s
 all 
unite
の
壮
脱
さ
は
壮
大
な
オ
ラ
ト
リ
オ
の
締
め
く
く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
。
官
能
的
で
魅

惑
的
な
デ
リ
ラ
の
ア
リ
ア
と
好
対
照
を
な
す
サ
ム
ソ
ン
の
ア
リ
オ
ー
ソ
Total
eclipse
は
不
朽
の
名
仙
。

サ
ム
ソ
ン
は
ペ
リ
シ
テ
人
の
美
女
デ
リ
ラ
の
姦
計
に
よ
り
怪
力
を
失
い
、
日
を
泊
さ
れ
、
牢
獄
で
石
臼
を
牽
い
て
い
る
。
オ
ラ
ト

リ
オ
は
こ
の
牢
獄
の
場
面
か
ら
開
始
す
る
。
サ
ム
ソ
ン
は
自
分
の
軽
率
な
行
為
を
悔
や
む
。
デ
リ
ラ
は
よ
り
を
戻
そ
う
と
す
る
が
、

サ
ム
ソ
ン
は
拒
否
す
る
。
神
へ
の
祈
り
が
通
じ
て
力
を
取
り
戻
し
た
サ
ム
ソ
ン
は
異
教
徒
の
神
殿
の
支
柱
を
倒
し
、
多
く
の
ペ
リ
シ

テ
人
と
と
も
に
崩
落
す
る
神
殿
の
下
敷
き
と
な
る
。

オ
ラ
ト
リ
オ

（音
楽
劇
）
〈
セ
メ
レ
〉
(H
W
>
五
八
）

初
浙
／

一
七
四
四
年
二
月
十
日
、
コ
ヴ
ェ
ン
ト
・

ガ
ー
デ
ン
王
立
劇
場
。

台
本
／
不
明
。
題
材
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
。
ヘ
ン
デ
ル
の
最
高
傑
作
の

一
っ
。
嫉
妬
に
狂
う
ジ
ュ

ー
ノ
、
梢
欲
を
露
わ
に
す
る
セ
メ
レ

な
ど
、
登
場
人
物
の
心
理
描
写
は
鋭
く
、
深
い
。

セ
メ
レ
は
神
な
ら
ぬ
身
で
あ
り
な
が
ら
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
に
思
い
を
寄
せ
、
交
わ
っ
て
不
死
身
の
存
在
に
な
ろ
う
と
す
る
。
そ
れ
を

知
っ
た
ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
妻
ジ
ュ

ー
ノ
は
セ
メ
レ
を
妬
み
、
ジ
ュ
ピ
タ
ー
が
雷
神
の
姿
の
ま
ま
セ
メ
レ
と
交
わ
る
よ
う
仕
向
け
る
。
雷

神
ジ
ュ
ピ
タ
ー
に
触
れ
た
者
は
そ
の
軍
光
に
よ
っ
て
焼
け
死
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
う
と
は
知
ら
ず
セ
メ
レ
は
ジ

ュ
ピ
タ
ー
の
屯
光
に
触

れ
て
焼
け
こ
げ
、
灰
と
な
っ
て
果
て
る
。

オ
ラ
ト
リ
オ

（音
楽
劇
）
〈
ヘ
ラ
ク
レ
ス
〉
(H
W
>
六
0
)

初
浙
／

一
七
四
五
年

一
月
五
日
、
ヘ
イ
マ

ー
ケ
ッ
ト
国
王
劇
場
。

台
本
／
ト
ー
マ
ス
・

プ
ロ
ー
ト
ン
。
題
材
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
。
こ
こ
で
は
人
物
の
心
理
描
写
が

一
爵
鋭
さ
を
増
し
、
晩
年
の
ヴ
ェ
ル

デ
ィ
作
品
を
さ
え
思
わ
せ
る
。
ヘ
ン
デ
ル
の
最
高
傑
作
の

一
っ
。

ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
戦
に
勝
利
し
、
敵
将
の
美
し
い
娘
ア
イ
オ
レ
を
捕
肪
と
し
て
連
れ
帰
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
妻
デ
ー
ジ
ャ
ナ
イ
ラ
は

ア
イ
オ
レ
に
嫉
妬
す
る
。
デ
ー
ジ
ャ
ナ
イ
ラ
は
愛
を
甦
ら
す
衣
服
を
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
も
と
に
屈
け
る
。
ヘ
ラ
ク
レ
ス
が
そ
れ
を
身
に

線
う
と
、
体
が
焼
け
、
悶
死
す
る
。
思
い
が
け
な
い
結
果
に
、
デ
ー
ジ
ャ
ナ
イ
ラ
は
狂
乱
す
る
。

第
三
雅
冒
頭
は
、
台
本
作
家
が
演
奏
会
形
式
に
よ
る
オ
ラ
ト
リ
オ
の
利
点
「
聴
衆
の
自
由
な
想
像
の
世
界
」
を
意
識
し
た
代
表
例

で
あ
り
、
時
間
が
自
在
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
第

一
場

（楊
所
は
不
明
）
／
使
者
ラ
イ
カ
ス
が
登
場
し
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
死
を
伝
え
る
。

第
二
場

（ジ
ュ
ピ
タ
ー
の
神
殿
）
／
時
間
が
逆
戻
り
し
て
、
ヘ
ラ
ク
レ
ス
の
「
死
の
場
而
」
に
移
る
。
第
三
場

（窮
殿
）
／
夫
ヘ
ラ
ク
レ

ス
の
死
を
知
っ
た
妻
デ
ー
ジ
ャ
ナ
イ
ラ
は
狂
乱
す
る
。

オ
ラ
ト
リ
オ

〈
ベ
ル
シ
ャ
ザ
ル
〉
(H
W
>
六

一
）
初
演
ん
一

七
四
五
年
三
月
二
十
七
日
、
ヘ
イ
マ

ー
ケ
ッ
ト
国
王
劇
場
。
台
本

／
ジ
ェ
ネ
ン
ズ
。
題
材
は
旧
約
型
賞

「ダ
ニ
エ
ル
柑
j

な
ど
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
の
捕
囚
解
放
の
歴
史
。
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作品篇

「信
仰
告
白
」
の
場
で
あ
っ
た
。

ガ
ー
ト
楽
器
を
伴
う

（楽
器
指
定
な
し
／
音
域
や
甜
法
か
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
ソ
、
オ
ー
ポ
エ
が
拙
測
さ
れ
る
）。

宗
教
声
楽
曲

ヘ
ン
デ
ル
は
劇
場
で
の
音
楽
活
動
と
並
行
し
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に
教
会
作
品
を
作
鼎
し
て
い
た
。
彼
の
加
た
Llc
い
劇
場
作
品
と

比
較
す
る
と
、
教
会
作
品
の
数
は
は
る
か
に
少
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は
い
く
つ
も
の
名
訓
が
含
ま
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、
そ

れ
ら
の
作
血
は
彼
の
合
唱
得
法
の
熟
達
を
促
し
、
や
が
て
は
晩
年
の
オ
ラ
ト
リ
オ
を
成
功
に
麻
く
要
因
と
な
っ
た
。

教
会
音
楽
は
王
室
や
伐
族
か
ら
の
依
頻
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

blessや
m
e
rc
y
と
い
う
言
菓
へ
の
慈
愛
に
満
ち

た
音
楽
付
け
に
象
徴
さ
れ
る
と
お
り
、
型
翡
の
言
菓
に
対
峙
す
る
時
の
ヘ
ン
デ
ル
は
敬
虔
な

一
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
塑
句
に
心
底

共
感
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
ン
は
ヘ
ン
デ
ル
の
教
会
作
品
を
評
し
て

「
ヘ
ン
デ
ル
ら
し
さ
は
十
分
に
発
押
さ
れ

て
い
な
い
」

(N
G
)
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
教
会
作
品
に
お
い
て
も
、
ヘ
ン
デ
ル
が
歌
詞
に
対
し
て
鋭
敏
に
反
応
し
、
豊
か
な
想

像
力
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
。

教
会
作
品
に
含
ま
れ
る
多
く
の
独
唱
訓
は
オ
ペ
ラ
や
オ
ラ
ト
リ
オ
の
ア
リ
ア
と
は
異
な
り
、
技
巧
的
に
は
控
え
め
で
、
慎
み
深
い

独
特
の
雰
囲
気
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ら
を
歌
う
歌
手
が
オ
ペ
ラ
歌
手
よ
り
技
術
の
劣
る
教
会
付
屈
の
歌
手
で
あ
る
こ
と

ば
か
り
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
的
な
歌
詞
の
も
つ
似
み
深
さ
や
、
敬
炭
な
祈
り
の
心
佑
が
そ
の
ま
ま
訓
調
を
決
定
づ
け

て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

一
方
で
、
ア
ン
セ
ム
や
オ
ラ
ト
リ
オ
の
終
血
合
唱

（た
と
え
ば
神
を
賛
美
す
る
合
唱
仙
や
、
国
家
的
、

民
族
的
規
校
の
和
平
同
役
を
祝
う
合
州
鼎
）
の
も
つ
壮
脱
、
荘
厳
無
比
な
鼎
調
も
教
会
作
品
の
特
徴
で
あ
る
。
「E
v
'r
y
d
a
y
 w
ill I
 

g
iv
e
 

th
a
n
k
s
」
（シ
ャ
ン
ド
ス
・
ア
ン
セ
ム
第
11
番
）
の
よ
う
に
、
神
の
御
前
に
恨
み
深
く
頭
を
亜
れ
る
の
も
、
ア
ン
セ
ム
の
終
血
に
見
ら
れ
る

Halleluj
a
や
ど
n
e
n
の
よ
う
に
全
力
で
神
を
賛
美
す
る
の
も
、
ど
ち
ら
も
ヘ
ン
デ
ル
自
身
の
神

へ
の
思
い
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

ヘ
ン
デ
ル
は
敬
皮
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
た
し
、
生
涯
そ
う
で
あ
り
続
け
た
。
ヘ
ン
デ
ル
に
と
っ
て
教
会
作
品
の
作
仙
は
伐
重
な

ヘ
ン
デ
ル
は
宗
派
と
し
て
は
終
生
ド
イ
ツ

・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ル
タ
ー
派
を
貰
き
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
が
残
し
た
ド
イ

ツ

・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
用
の
作
品

（ド
イ
ツ
丸
叩）
は
わ
ず
か
に
二
仙
で
あ
る
。
一

仙
は

〈
七
つ
の
ハ
レ
教
会
カ
ン
タ
ー
タ
〉
(H
W
V

ニ

二
九
）
で
あ
り
、
ハ
レ
時
代
の
作
品
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
楽
諮
は
現
存
し
な
い
。
も
う

―
つ
の
ド
イ
ツ
語
作
品
は

〈
プ
ロ
ッ
ケ

ス
受
難
仙
〉
(H
W
>
四
八
）
で
あ
る

（オ
ラ
ト
リ
オ
｀
オ
ー
ド、

受
難
仙
な
ど
の
項
参
照
）。

ヘ
ン
デ
ル
は
ロ
ー
マ

・
カ
ト
リ

ッ
ク
の
た
め
に
も
い
く
つ
か
諏
要
な
作
品
を
残
し
て
い
る

（ラ
テ
ン
語
と
イ
タ
リ
ア
語
）。

そ
れ
ら
の

作
品
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
の
は
独
唱
用
作
品

（伴
奏
は
小
編
成
の
弦
合
奏
）
で
あ
り
、
様
式
的
に
は
レ
チ
タ
テ
ィ

ー
ヴ
ォ
と
ア
リ
ア

か
ら
成
る
世
俗
カ
ン
タ
ー
タ
と
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
イ
タ
リ
ア
時
代
の
作
品
で
あ
る
が
、
〈
主
の
僕
た
ち
よ
、

主
を

ほ
め
た
た
え
よ
〉（
へ
長
瀾
版
／
H
W
>
二
三
六
）
は
ハ
レ
時
代
も
し
く
は
ハ
ン
プ
ル
ク
時
代
の
も
の
で
あ
る
。

ハ
レ
時
代
の
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
ヘ
ン
デ
ル
の
現
存
す
る
楽
曲
中
、
最
も
早
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
二

0
0
一
年
に
発
見
さ
れ
た

（正
確
に
は
「
二
0
0
一
年
に
初
め
て
ヘ
ン
デ
ル
作
と
認
定
さ
れ
た
」）〈
グ
ロ

ー
リ
ア
〉
(H
W
>
 
d
eest)
は
イ
タ
リ
ア
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る

が
、
ハ
ン
プ
ル
ク
時
代
に
作
曲
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
一

般
的
に
初
期
の
作
品
ほ
ど
独
唱
パ

ー
ト
の
常
軌
を
逸
す
る
器
楽
的
習
法

に
特
徴
が
あ
る
。
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
用
の
ラ
テ
ン
語
の
モ
テ
ッ

ト

〈風
よ
静
ま
れ
〉
(H
W
>
二
四
二）

は
例
外
的
に

一
七
二
0
年
代
に

ロ
ン
ド
ン
で
作
曲
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
ペ
ラ
最
盛
期
の
作
品
ら
し
く
、
熟
達
し
た
声
楽
科
法
に
よ
る
、
極
め
て
完
成
度
の
古向い

作
品
で
、
独
唱
用
教
会
作
品
の
最
高
傑
作
と
い
え
よ
う
。

ラ
テ
ン
語
と
イ
タ
リ
ア
語
の
教
会
作
品
の
う
ち
、
合
唱
を
含
む
作
品
は
わ
ず
か
に
四
曲
で
あ
る

（ラ
テ
ン
語
三
鼎
、
イ
タ
リ
ア
語

一
鼎
）。

中
で
も
ラ
テ
ン
語
の

〈
主
は
言
わ
れ
た
〉
(H
W
>
ニ―
1

二
／
i

七
0
七
年
四
月
）
は
初
期
の
教
会
音
楽
の
頂
点
に
位
置
す
る
傑
作
で
あ
る
。

そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
合
唱
書
法
の
多
様
さ
と
、
劇
的
な
演
奏
効
果
は
、
ヘ
ン
デ
ル
が
イ
タ
リ
ア
時
代
の
早
い
時
期
に
す
で
に
充
実
し
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作品篇

よ
う
な
、
合
唱
、
管
弦
楽
と
も
最
大
規
模
の
編
成
に
よ
る
壮
脱
な
表
現
を
試
み
る
絶
好
の
機
会
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
折
に
は

「王
室
礼
拝
棠
付
き
音
楽
家
」
と
「
王
室
付
き
音
楽
家
」
、
そ
れ
に
劇
場
の
音
楽
家
も
動
員
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最

初
の
も
の
は

一
七

一
三
年
の

〈
ユ
ト
レ
ヒ
ト
・

テ
・
デ
ウ
ム
〉
と

〈
ユ
ト
レ
ヒ
ト

・
ユ
ビ
ラ
ー
テ
〉
(H
W
>
二
七八、

二
七
九
）
で
あ

る
。
こ
れ
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
和
約
を
記
念
す
る
作
品
で
あ
っ
た
が
、
ヘ
ン
デ
ル
は
王
奎
か
ら
の
依
頼
の
な
い
ま
ま
、
需
要
を
当
て
込

ん
で
勝
手
に
作
仙
し
た
も
の
で
、

実
際
の
祝
典
で
は
演
奏
さ
れ
ず
、
別
の
機
会
に

（一

七
二二
年
七
月
七
日
）、
セ
ン
ト

・
ポ
ー
ル
大
型

堂
で
演
奏
さ
れ
た
。
独
唱
と
最
大
八
声
に
及
ぶ
合
唱

（時
に
複
合
叫
）、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
含
む
箭
弦
楽
を
伴
う
音
楽
は
ヘ
ン
デ
ル
の

王
室
用
教
会
音
楽
に
共
通
の
壮
脱
さ
を
そ
な
え
て
い
る
。

一
七
二
七
年
、
ジ
ョ

ー
ジ
ニ
世
の
戴
冠
式
用
に
作
仙
さ
れ
た

〈戴
冠
式
ア
ン
セ
ム
〉
は
こ
の
種
の
祝
典
音
楽
の
中
で
も
壮
脆
さ
に

お
い
て
群
を
抜
い
て
い
る
。
曲
は

〈祭
司
ザ
ド
ク
〉
(H
W
V
二
刃
八
）〈
あ
な
た
の
手
は
強
く
〉
(H
W
>
二
打
九
）〈
主
よ、

王
は
あ
な

た
の
力
に
よ

っ
て
喜
び
〉
(H
W
>
；
ハ0
)
〈私
の
心
は
う
る
わ
し
い
心
で
あ
ふ
れ
る
〉
(H
W
>
ーエ
ハ
一）

と
い
う
四
つ
の
ア
ン
セ
ム
か

ら
成
り
、
四
声
か
ら
最
大
七
声
ま
で
の
大
規
模
な
合
唱
と
、
オ
ー
ボ
エ

ニ
、
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
三
、
テ
ィ
ン
パ
ニ
を
含
む
大
編
成
の
管

弦
楽
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
機
会
に
は
王
室
礼
拝
韮
付
き
の
型
歌
隊
に
加
え
て
、

王
室
付
き
の
器
楽
奏
者
た
ち

「王

の
二
十
四
人
の
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
管
楽
合
奏
団
」
が
駆
り
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
不
足
の
奏
者
は
削
場
か
ら
も
駆
り
出
さ
れ
た
。
一

七

二
七
年
十
月
十

一
日
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・

ア
ビ
ー
に
お
け
る
戴
冠
式
で
の
派
奏
は
四
十
名
の
合
唱
と
百
六
十
名
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
い
う
巨
大
編
成
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
巨
大
さ
の
ゆ
え
に
緻
密
な
ア
ン
サ
ン
プ
ル
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
派
奏
そ
の
も
の
は
失

敗
で
あ

っ
た
。
四
つ
の
ア
ン
セ
ム
の
実
際
の
式
典
に
お
け
る
演
奏
順
は
不
明
で
あ
る
。
四
鼎
中
、
泣
も
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
、

印

象
的
な
冒
頭
を
も
つ

〈祭
司
ザ
ド
ク
〉
は
そ
の
後
も
戴
冠
式
の
折
ご
と
に
派
奏
さ
れ
、
近
年
で
は
ア
ン
ド
ル
ー
王
子
と
セ
ア
ラ
妃
の

結
婚
式
や
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
在
位
五
十
周
年
記
念
式
典
で
も
浙
奏
さ
れ
て
い
る
。

一
七
四
三
年
、
ジ
ョ

ー
ジ
ニ
槌
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
軍
の
デ

ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
で
の
勝
利
を
記
念
す
る

〈
デ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

・
ア
ン
セ

ム
〉
(H
W
>
二
六
五
）
と

〈
デ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
・
テ

・
デ
ウ
ム
〉
(H
W
>
二
八
三）

も
規
模
の
大
き
な
作
品
で
あ
る
。

一
方
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
か
ら
依
頼
さ
れ
る
国
家
的
祝
典
に
関
わ
る
作
品
は
、

ヘ
ン
デ
ル
に
と

っ
て
、
オ
ペ
ラ
で
は
到
底
望
め
な
い

た
合
唱
菌
法
を
完
全
に
修
得
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
な
に
よ
り
こ
の
作
品
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
は
、
宗
教
曲
の
枠
か
ら

大
き
く
飛
び
出
し
た
よ
う
な
、
直
妓
的
で
削
的
な
感
情
表
現
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
野
年
ヘ
ン
デ
ル
が
あ
ふ
れ
る
激
梢
に
身
を
任
せ

た
作
品
で
あ
る
。

ヘ
ン
デ
ル
の
教
会
作
品
の
主
要
な
部
分
を
占
め
て
い
る
の
は
英
語
作
品
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
か
ら
の
最
初
の
三
0
年
間、

ヘ
ン
デ
ル
は
ほ
と
ん
ど
オ
ペ
ラ
活
動
に
専
念
し
て
お
り
、
教
会
作
品
を
作
仙
す
る
機
会
は
決
し
て
多
く
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、

王

室
と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
た
ア
ン
セ
ム
や
各
種
の
祝
典
音
楽
、
キ
ャ
ノ
ン
ズ
時
代
の
シ
ャ
ン
ド
ス

・
ア
ン
セ
ム
は
、
合
唱
習
法
の

一
層
の
執
蓬
を
促
す
負
重
な
機
会
と
な
り
、
そ
の
経
験
は
の
ち
の
オ
ラ
ト
リ
オ
に
お
い
て
存
分
に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

王
室
礼
拝
堂
用
ア
ン

セ
ム

〈鹿
が
冷
た
い
谷
川
を
業
い
あ
え
ぐ
よ
う
に
〉
(H
W
>
二
五
一
a

一
七．

I
-
四
年
作
叫
）
は
こ
の
柾

の
作
品
の
最
も
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ン
女
王
の
「
通
常
礼
拝
用
」
の
作
品
で
あ
る
た
め
、
伴
奏
が
通
奏
低
音
の
み
で
あ

る
点
で
ユ
ニ

ー
ク
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
六
声
の
表
題
合
唱
血
A
s
p
a
n
t
s
 t
h
e
 h
a
r
t

の
精
妙
で
静
謡
な
対
位
法
は
パ

レ
ス
ト
リ
ー
ナ

を
も
思
わ
せ
る
。

一
七
l

七
年
か
ら

一
八
年
に
か
け
て
、
キ
ャ
ノ
ン
ズ
滞
在
中
の
ヘ
ン
デ
ル
は
シ
ャ
ン
ド
ス
公
爵
の
私
的
な
礼
拝
用
に

〈
シ
・ヤ
ン
ド

ス
・
ア
ン
セ
ム
〉
を
十

―
ull作
仙
し
た
。
〈
シ
ャ
ン
ド
ス
・
ア
ン
セ
ム
〉
の
基
本
編
成
は
独
特
で
、
管
弦
楽
は
オ
ー
ボ
エ
と
フ
ァ

ゴ
ッ
ト
、
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン

（竺

、
第
二）
、
そ
れ
に
低
音
と
い
う
質
素
な
も
の
で
、
ヴ
ィ
オ
ラ
を
欠
き
、
合
唱
も
ア
ル
ト
な
し
の
三

声
で
あ
っ
た

(S
T
B
)。
第
七
番
以
降
、
合
唱
の
編
成
は
拡
大
し
、
四
声

（も
し
く
は
五
和
）
と
な
る
こ
と
も
あ

っ
た

(
S
T
T
B
、
も

し
く
は
S
T
T
T
B
)。〈
シ
ャ
ン
ド
ス

・
ア
ン
セ
ム
〉
の
歌
詞
は
い
ず
れ
も

「詩
編
j

か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
美
し
い
詩
に
霊
感

を
得
て
、
キ
リ
ス
ト
者
ヘ
ン
デ
ル
の
想
像
力
は
尽
き
る
こ
と
な
く
盟
か
な
楽
想
を
紡
ぎ
出
し
て
い
る
。
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作品篇

糾
鼎
ヘ
ン
デ
ル
は
初
め
て
の
渡
英
以
来
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
と
親
密
な
関
わ
り
を
も
ち
、
王
室
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
教
会
作
品
や
箭
弦
楽

作
品
を
作
曲
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
通
常
の
礼
拝
益
用
作
品
や
、
劇
場
用
作
品
で
は
不
可
能
な
大
規
模
編
成
の
合
唱
や
管
弦
楽
を
使
用

す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
た
め
、
ヘ
ン
デ
ル
に
と
っ
て
桁
外
れ
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
音
楽
表
現
を
試
み
る
好
機
と
な

っ
た
。

〈
水
上
の
音
楽
〉
と

〈
王
宮
の
花
火
の
音
楽
〉
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
作
品
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
の

二
訓
は
と
も
に
戸
外
で
の

派
奏
に
ふ
さ
わ
し
い
剃
放
感
に
あ
ふ
れ
た
祝
祭
的
な
性
格
を
も
ち
、
華
や
か
な
金
管
楽
器
を
多
川
し
た
、
い
か
に
も
ヘ
ン
デ
ル
ら
し

い
大
胆
で
、
嵌
快
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
作
風
を
も
ち
、
ヘ
ン
デ
ル
の
管
弦
楽
作
品
の
中
で
特
に
人
気
の
高
い
作
品
で
あ
る
。

〈
水
上
の
音
楽
〉
／
第
＿
組
曲

へ
長
調

(H
W
>
三
四
八
）、

第
二
組
曲
二
長
調

(H
W
>
三
四
九
）、

第
三
組
曲
卜
長
調

(H
W

＞
三
五
0
)

ヘ
ン
デ
ル
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
た
王
室
の
舟
遊
び
は

一
七

一
七
年
七
月
十
七
日
と

一
七
三
六
年
四
月
二
十
六
日
の
二
回
で
あ
る
。

初
回
は
ジ
ョ
ー
ジ

一
世、

二
回
目
は
ジ
ョ

ー
ジ
ニ
世
の
長
男
、
ウ
ェ

ー
ル
ズ
皇
太
子
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
た
め
の
も
の
で
あ
る

（作
品

の
成
立
に
関
し
て
は
生
涯
編
参
照
）。

キ
ー
ル
マ
ン
ゼ
ッ
グ
男
爵
が
計
画
し
た
初
回
の
舟
遊
び
に
関
し
て
は
詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

管
弦
楽
曲

一
七

一
七
年
七
月
十
七
日
、

ヘ
ン
デ
ル
の
膨
大
な
声
楽
作
品
と
比
較
す
れ
ば
、
器
楽
作
品
は
そ
の
十
分
の

一
ほ
ど
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
ら
の
多
く
は

削
場
活
動
の
片
手
間
に
作
仙
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
く
つ
か
は
削
場
作
品
の
「
添
え
物
」
で
さ
え
あ
っ
た
。
し
か
し
、
速
箪
家
の

ヘ
ン
デ
ル
に
と
っ
て
、
わ
ず
か
な
時
間
で
あ
ろ
う
と
も
、
充
実
し
た
内
容
を
も
つ
器
楽
曲
を
作
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

「作
品
六
」
の
十
二
鼎
の
合
奏
協
奏

IuIは
一
カ
月
で

一
気
に
完
成
さ
れ
、
舞
台
作
品
の
硲
間
で
、

「
添
え
物
」
と
し
て
派
奏
さ
れ
た
が
、

そ
れ
は
彼
の
最
も
充
実
し
た
悩
楽
鼎
で
あ
る
ば
か
り
か
、
バ
ロ
ッ
ク
の
弦
楽
合
奏
音
楽
の
頂
点
と
も
評
さ
れ
る
ほ
ど
の
傑
作
ど
な
っ

こ
。
t
 ヘン
デ
ル
の
器
楽
訓
に
は
劇
場
活
動
で
培

っ
た

「削
作
法
」
が
設
か
に
息
づ
い
て
い
る
。
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
を
思
わ
せ
る
情
感
悲

か
な
緩
徐
楽
章
と
推
進
力
泄
る
急
速
楽
章
と
の
組
み
合
わ
せ
の
妙、

意
表
を
突
い
た
強
弱
法
や
突
然
の
ゲ
ネ
ラ
ル

・
パ
ウ
ゼ
、
色
彩

燐
か
な
管
弦
楽
法
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
和
声
也
法
と
堅
固
な
対
位
料
法
の
柔
軟
な
使
い
分
け
、
な
ど
。

ヘ
ン
デ
ル
の
器
楽
曲
は
数
で

こ
そ
彼
の
声
楽

llUに
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
い
ず
れ
も
充
実
し
た
内
容
と
戯
か
な
独
創
性
を
具
え
た
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
群
な
の

で
あ
る
。

ヘ
ン
デ
ル
の
器
楽
仙
は
数
仙
の
序
曲
や
組
仙

（〈
水
上
の
音
楽
〉、
〈王
宮
の
花
火
の
音
楽
〉）
、
約
四
十
曲
の
協
奏
仙

(+
七
鼎
の
オ
ル
ガ
ン
、

ヘ
ン
デ
ル
作
品
は
表
現
世
界
の

十
六
血
の
合
奏
協
奏
皿

――
面
の
二
重
合
奏
の
た
め
の
協
奏
鼎
、
そ
の
他
の
協
奏
鼎
）、
約
三
十
五
仙
の
室
内
楽

(+
七
仙
の
ソ
ロ，

ソ
ナ
タ
、
十
八
鼎

の
ト
リ
オ
・
ソ
ナ
タ
な
ど
）、
二
十
六
鼎
の
組
血
を
中
心
と
す
る
ハ

ー
プ
シ
コ

ー
ド
作
品
な
ど
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
合
奏
協
奏
仙
と
室
内
楽
は
基
本
的
に
は
コ
レ
ッ

リ
を
手
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

広
さ
や
深
さ
、
削
的
さ
に
お
い
て
、
コ
レ
ッ
リ
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
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器
楽
曲

一
方、

一
七
三
七
年
十
二
月
十
七
日
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
・

ア
ビ
ー
で
派
奏
さ
れ
た

〈
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
の
葬
送
ア
ン
セ

ム
〉（
シ
オ
ン
に
上
る
追
は
晩
<
/
H
W
>
二
六
四
）
は
あ
く
ま
で
も
し
め
や
か
で
、

王
妃
に
対
す
る
ヘ
ン
デ
ル
の
個
人
的
な
哀
悼
の
思
い

が
込
め
ら
れ
た
感
動
的
な
作
品
で
あ
る
。
五
声
の
合
唱
と
、
管
楽
器
は
オ
ー
ボ
エ
と
フ

ァ
ゴ

ッ
ト
の
み
に
よ
る
控
え
め
な
編
成
が
特

徴
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は

〈
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
〉
の
第

一
部
と
し
て
丸
ご
と
転
用
さ
れ
て
い
る
。
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HWV番号 作品名

A• ルチオ ・パピー リオ

A 7 カ トーネ

A' セミラーミデ

A ， カイオ ・ファップリチオ
A ID アルバーチェ

A II オレステ

A 12 ディドーネ

A I) アレッサンドロ ・セヴェー

ロ

A 14 アルゴスのジョーヴェ

1-2 劇付随音楽

43 錬金術OHi

44 コーマス

45 アルチェステ

1-3 オラトリオ、オード、受難曲など

46a II寺と梧りの勝利

46b 時と真理の勝利

47 復活

24 

初演、台本など

1732.5.23 KT。 台本 ：ゼーノ （フルゴーニ

改訂）。音楽はジェコメッリのもの（軽微

な改訂）

1732.11.4 KT。台本 ：メタスタージオ。斉

楽は」；．としてレーオのものによる

1733.10.30 KT。 台本：メタス タ ージオ。 1~
楽は1ー：として しヴィンチのもの
1733. 12.4 KT。台本 ：ゼーノ。音楽はポと

してハッセのもの

1734.1.8 KT。台本 ：メタスタージオ。音

楽は中として L.ヴィンチのもの

1734.12.18 CG。台本 ：不明 （パルロ ッチ

のものの翻案）。音楽は自作品によるパス

ティッチョ

1737.4.13 CG。台本 ：メタスタージオ。n-
楽は iことしてしヴィンチのもの

1738.2.25 KT。 台本 ：イ逍IJ (ゼーノのもの

の翻案）。]').楽は自作品によるパスティッ

チョ。1ギ1111、レチタティーヴォは新作

1739.5.1 KT。令rオ':,j~l!J-J (Jレッキーニの
ものの翻案）。音楽はパスティッチオ。 レ

チタティーヴォ、アリア 51111、最終合叫は

新作

1710.l.14QT? (ヘンデル不在） 9 1111111 8 

1111は 〈ロド リーゴ〉の序1111より。「あるイ

タリア人の大作1111家」の作品としてウォル

シュが出版

1745.6レスターシャー、エクストン。マス

クをしめくくる 3つの歌1111とトリオ。（機

会オラ トリ オ〉で再使）・「J

」jり［されず。台本散失。ほとんどの音楽は

のちに 〈ヘラクレスの選択〉で）IJいられる

1707 {I'、ローマ？ 台本 ：パンフィーリ

1737.3.23 CG。台本 ：パンフィーリ。46a

の大輻改訂。新たに多数の音楽を付/JII

1708.4.8ローマ、ルスポリ邸。台本 ：カ

ペーチェ

HWV番号 作品名

48 Ill: の罪のために苦しみ死に
給うたイエス （プロッケス

受難1111)

49a エイシスとガラテア （初

稿）

49b エイシスとガラテア（第2

松）

50a エステル（初稿）

50b エステル（第2稿）

51 デポラ

52 アタリア

53 サウル

54 エジプ トのイスラエル人

55 I協気の人、ふさぎの人、 ,i,
J,lfの人

56 メサイア

57 サムソン

58 セメレ

59 ヨセフとその兄必

60 ヘラクレス

61 ペルシャザル

ジャンル別作品一覧

初演、台本など

1719.3.23ハンプルク大地堂？ 台本：プ

ロッケス

1718.6.10頃、キャノンズ邸。マスクとして

作1111。台本 ：ゲイ、 他。オウイデイウス

「変身討iJ第 13咎に）＆づく
1732.6.10 KT。 大輻改訂

1718キャノンズ邸。マスクとして作11110

台本：ボープ、アーバスノット？ ラシー

ヌのものの T.プレアトン炎訳に基づく

1732.5.2 KT。ハンフ リーズ）JII喰により大幅
改訂

1733.3.17 KT。 台本 ：ハンフリーズ。r士師
記J第5'!位に），ヒづく
1733.7.10オックスフォード、シェルドニア

ン劇場。台本：ハンフリーズ。ラシーヌの

ものに基づく

1739.1.16KT。台本： ジェネンズ。「サム工

ル記」」ク．第 17窄、下第 1翔、 A.コーリー

「ダピデJに）よづく
1739.4.4 KT。台本： 1叫 。 iことして 「/JI
エジプト記」第35・,-;,:と 「祈梼胄碍編」に

基づく

1740.2.27 LF。台本：第 l、2部は ミルトン

からの翻案。第3部はジェネンズi'I身によ

る追加

1742.4.13ダプリン、フィッシャンプル街

ニュー・ミュー ジック ・ホール。台本：

ジェネンズ。咽；1::、「祈梼{Ii詩角］」からの

翻案

1743.2.18 CG。台本：ハミル トン。 ミルト

ン 「lv¥l士サムソン」その他からの翻案
1744.2.10 CG。 台本 ：ィ＜明。コングリーヴ

の詩にポープの 「以Jあるいは 「アレクシ
ス」を加えて改訂

1744.3.2 CG。台本： ミラー。Hill枇記J第
41 -44芹tに基づく
1745.1.5 KT。台本： プロートン。ソポク

レス 「トラキアの女たち」、オウイデイウ

ス 「変身淵Jに枯づく
1745.3.27 KT。台本： ジェネンズ。「ダニエ

ル,;1::」第5邸、 「エレミア，1::」、「イザヤ栂J、
ヘロドトス 「歴史」第 1咎そのほかに基づ

＜ 
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HWV番号 作品名

62 機会オラ トリ オ

63 ユダス ・マカベウス

64 ヨシュア

65 アレクサンダー ・バルス

66 スザンナ

67 ソロモン

68 テオ ドーラ

69 ヘラクレスの選択

70 イェフタ

71 時と哀理の勝利

オード、セレナータ

72 日は昇る （アーチとガラテ

アとポリフェーモ）

73 パルナッソ山の祭礼

74 アン女王誕生日のための

オード

75 アレグザンダーの嬰宴

76 塑セシリアの祝日のための

オード

26 

初演、台本など

1746.2.14CG。 台本 ：ハミルトン。ミルト

ンによる 「詩編」の編訳、スペンサー 「神

仙女王」、「天上の美の校歌」、「ミューズの

i叫 より
1747.4.1 CG。台本 ：モーレル。「第 1マカ

ベア札｝」、ヨセフス 「ユダヤ古代誌」第 12

咎に基づく

1748.3.9 CG。台本 ：モーレル？

1748.3.23 CG。台本 ：モーレル。「第 1マカ

ベアNJに非づく
1749.2.10 CG。台本：イ"リj。II」約嗚1::外典

に基づく

1749.3.17 CG。台本 ：イ"リj。「歴代誌J下、
「列王記」上、ヨセフス 「ユダヤ古代誌j
第8巻に基づく
1750.3. I 6 CG。台本 ：モーレル。ポイル

rテオドーラとデイデイマスの殉教」に枯
づく

1751.3.1 CG。台本 ：不明 （モー レル？）。

ロウス 「ヘラクレスの判断」の翻案

1752.2.26 CG。台本 ：モーレル。「：I: 師記j
第 II漱、プキャナン 「イェフタ」に払づ

＜ 
1757.3.11 CG。台本 ：モーレ ル。パン

フィー リ 「時の勝利jのオールド ミクソン
訳に晶づく。音楽は主として 「時と以RI'の
勝利JHWV46bより

1708.6.16ナポリで完成。セレナータ。台

本 ：ジューヴォ

1734.3.13 KT。セレナータ。台本 ：不明。

音楽は主として 〈アタ リア〉から

1713.2.6」ゴ貨用に1乍1111。しかし、」滋i(され

ず。台本 ：フィ リップス？

1736.2. 19 CG。台本 ：ドライデン 「獣セシ

リアの1:1のためのオー ド」にハミルトンが

自身の 「音楽の力1から力II位したもの
1739.11.22 LF。台本 ：ドライデン

ジャンル別作品一黄

II 室内声楽曲

Il-1 カンタータなど（特に記載のないかぎり、通奏低音付きイタ リア語のソロ・
カンタータ）

HWV番号 作品名、編成、補足など

77 「ああ、残念ながら本当だ」(S)イタリア時代／ハノーフ ァ一時代？

78 「ああ、つれない人よ」(Cwl:S,2ob, s11―, be) 1708頃

79 「狩にて」（狩の女神デイアナ） (Cwl:S, 合唱 （ソプラノ斉唱）、tp,2vn, be) 

写諮家の勘定,'f:1707.5.16 
80 「私がさようならと言ったとき」(s)イタリア時代

81 「アルプスの山よ」 (Cwl:S,2vn, be) ChAは断片のみ。自節諮現存。イタ

リア時代lハノーファ一時代？
82 「うるわしきアマ リッリ」（愛の戦い） (D,C:S, A, 2vn, be) 写諮家の勘定

: ,t::'. 1708.8.28 
83 「歩みを 11・.めて」（アミンタ とフィッリデ）(O,C2S, 3vn, va, be) ffJiili 1708 

「愛する者は恐れない」(OrC:2S.str. be) 断片のみ。HWY83に付加

84 「1中0名ばしいそよ風よ」(S)写讃家の勘定科 ：1707.5.16 
85 「見よ、ヴィーナスの泣きて立つを」（ヴィ ーナスとアドニス） (Cwl:S, 

vn?. be) アリア21111のみがクラヴィア）IJ編1111で現存。英栢。1711頃
86 「索敵だけれども内気」(s)

87 「つねに栄光を担い」（「チェチ リアよ、まなざしを向けたまえ」に新し

いアリアを付加した編1111)。(Cwl:A,str, be) 1737.3 

88 「いとしい森、心地よい風よ」(s)1111-1s頃

89 「チェチ リアよ、まなざしを向けたまえJ(Cwl:S. T. sn・, be)初浙 1736.2.19
CG。〈アレグザンダーの饗必〉とともに

90 「心の半和を蒋ったのはだれ」 (S)'.lj'.諮家の勘定:¥':':1709.8.31 

91a 「私の日、私の喜び、私の苦しみであるクローリよ」初稿 (A)イタリア

時代／ハノーファ一時代 ？

91b 「私のII、私の喜ぴ、私の苦しみであるクロー リよ」第2稿 (S)
92 「ク ローリ、私の恋人クローリ」(Cwl:S,sir, be)イタリア時代

93 「ク ローリよ、おまえはどこに」(S)

94 「ク ローリよ、確かにお前を愛している」(S)

95 「ク ローリ、愛らしいクローリよ」(S)写滸家の勘定祁 ：1708.8.9 

96 「忠実な心」（ク ローリとティルシとフィレーノ）ChAは断片のみ。

(DrC:2S, A, 2rec, 2ob, str, lute, be)写滸家の勘定杏 ：1707.10.10 

97 「残酷な媒引、愛の神」(Cwl:S,str, be)初浙 1721.7.5KT? 

98 「窃窟のごとく天はおおい」(Cwl:B,2vn,bc)1708 

99 「あの宿命の「1から」（愛の妄想 ：Cwl:S, rec, 3vn, va. vc. be)写諮家の勘

定柑:: 1707.5.14。作1111は多分 1707.1/2

100 「激しく悩ましい渇きから」(s)写諮家の勘定111':1709.8.31 

I Ola 「迎命の時から」初私'J(S) 
IOlb 「辿命の時から」第2稿 (B)

102a 「愛の戦いから」初稿 (B)写諮家の勘定料 ：1709.8.31 

102b 「愛の戦いから」第2_柏 (S)

103 「どうか生かして、逃がして」(S)

104 「私の美しい恋人の」 (S)写諮家の勘定懇 ：1709.8.31 

27 



HWV番号 作品名、編成、補足など

105 「はかない足跡を追って」（棄てられたアルミーダ）(Cwl:S, 2vn, be)窮諮

家の勘定,1:=: 1707.6.30 

106 「私の心よ、 言っておくれ」 (S)イタリア時代

107 「涙に くれる女たち、 言っておくれ」 (S)芍講家の勘定杏： 1708.8.9 

108 「私のいとしい恋人よ」(S)真作性が確か （偽作屁参照）

109a 「愛の苦しみは廿くもある」 初稿 (A)

109b 「愛の苫しみは甘くもある」第2脳 (S)

110 「ほんとうだろう」（死に瀕するアグリッピーナ） (Cwl:S, 2vn, be) 1708頃

I I la 「私の命よ、行って しまうのか」初稿 (S)イタリア時代／ハノーフ ァー

II寺代？

I I lb 「私の命よ、行ってしまうのか」第2脳 (s) 112s頃、ロンドン

112 「悲しい心が'I,んだ子たちょ」 (A) イタリア時代
113 「,・.:a・tな望みの子」 (Cwl:S,vn, be) 1706秋作1111開始。ヴェネツィア

114 「愛するいとしいフィッ リよ」(S)写諮家の勘定咎： 1709.8.31 

115 「数ある私の息いのうち」(A)イタ リア時代

116 「多くの苦しみのうち」(S)・,,:諮家の勘定，1i':1709.8.3 I 

117 「ヘンデルよ、私のミューズは」 (s), 佑滸家の勘定,1:=: 1708.8.9。作1111は

多分 1707

118 「愛の神から逃れ」(A)

119 (カ ルロ 6世のためのカ ンタータ） (DrC:3S, A, B, 2rcc, 2ob, sir, be)木完。

1710頃

120a 「イレーネ、私のtiiiれの人」卜）j柏 (S)イタ リア時代
120b 「イレーネ、私のtii1れの人」第2柏 (A)HaiTis*: (A)がオリ ジナル、 (S)

はその移調

121a 「心地よい風、消らかな流れ」（孤独）初稿 (A)未完。1718頃

121b 「心地よい風、泊らかな流れ」（孤独）第2稿 (A)1721-3頃

122 「地は解き）j知たれた」（アポロと ダフネ） (DrC:S. B, n. 2ob, fg, sir. be) 

1710ハノーフ ァー

123 「エルガス トは魅惑的な秤に悩んでいた」(Cwl:S.ob, vn. be) 

124 「ハーモニーの搬人よ、兄よ」（チェチー リア ・カンタータ） (Cwl:T, ヽIr,

be)断片。英語。1736?

125a 「私から離れて、暴｝，月の息いよ」初松 (s)写諮家の勘定11:=: 1709.8.31 

125b 「私から離れて、暴｝；月の息いよ」~'; 2稿 (A)Harris*: (A)がオリ ジナル、
(S)はその移瀾

126a 「息いの極みであるおまえらから離れると」初稿 (S)写諮家の勘定,1:=.

1708.8.9 (初J弁品、 もしくは第2稿）
126b 「息いの極みであるおまえから離れると」第2稿 (s)

126c 「思いの極みであるおまえから離れると」第3稿 (A)1710以降

127a 「私の美しい神と別れていると」 初脳 (S) 1708.3.3ローマ

127b 「私の美しい神と別れていると」 第2稿 (A)1718以降

127c 「私の美しい神と別れていると」第3稿 (s)ms-29頃
128 「フィ レーノは去ってしまった」 (S)写語家の勘定古 ：1708.8.28 

129 「お好きなだけ浮気を」(S)写滸家の勘定杓 ：1708.8.9 

130 「すべてが熱しているときに」(S)'lj'.諮家の勘定牲 ：1708.8.28 

* Harris, Ellen T., G.F.Handel Can1a1as for alto and con1inuo, Oxford, 200 I 
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ジャンル別作品一度

HWV番号 作品名、編成、補足など

131 「うそつきの芥望よ」(S)1'/諮家の!!JJ定杏： 1707.9.22 
132a 「)JIり力9さわぐ」 (S)
132b 「胸がさわぐ」 (Cwl:S,ob. be) HWYI06とHWYl32aと1関連

132c 「)Jfりがさわぐ」 (Cwl:A,n, be) HWY 132bの第2稿

132d 「)j, りがさわぐ」 (Cwl:A.ntob, be) HWY I 32bの第3稿

133 「おお美しいクロー リ、おまえのnの中に」Cs)写諮家の勘定,;ti・
1707.9.22 

134 「忘却の1」さの中で」（フィッリの夜の息い）(Cwl:S, rec, be) イタ リア時

代／ハノーフ ァ一時代？

135a 「やさ しい時に」第2稿 (S)Harris*:HWYl35bをソプラノ川に移調。

135b 「やさ しい時に」初稿 (A)Harris*: 1708.6/7ナポリ

136a 「アフ リカの森で」 初稿 (B)イタリ ア時代 （ナボリ）？

136b 「アフ リカの森で」第2秘 (B)
137 「！廷がすみれとばらで装われるとき」 初稿 (S): 第2松 (A).序講家の勘

；込1:=:1707.5.16 
138 「ニーチェは何をし、 何を考えて？」 (S) イタリア時代
139a 「妖精よ、平飼いよ」初稿 (S)写諮家の勘定許 ：1709.2.28 

139b 「妖籾よ、羊飼いよ」第2稿 (A)1710以降

139c 「妖梢よ、 羊飼いよ」第3稿 (S)1725-28煩
140 「けっして心変わりしない」（スペイン・カ ンタータ） (Cwl:S, gui. be)甘

滸家の勘定 1:=: 1707.9.22。スペイン語

141 「lift!くな、泣くなJ(s)イタ リア時代
142 「ひっそ りと静かな仮」(Cwl:S,2vn. be)'1]'. 滸家のI!）瓜ぷ1:=: 1708.8.28? 
143 「おお、なんと澄んで必 しく」（オ リュン トスとテヴェレとグロリ ア）

(DrC:2S, A, Ip, 2vn, be)'ゲ諮家の勘足1:=:1708.9.10 

144 「おお、輝き澄んだ1憧よ」Cs)イタリア時代
145 「おお、氷遠の神々」（ルク レツ ィア） (S)'lj乱彬家の柑J定柑:: 1709.8.31 

146 「私のII爵よ、 おまえは何をした？」 (S) イタリア時代

147 「私の恋人はよった」 (S)
148 「愛と不実なクローリが私に晋ったので」 (S)写講家の柑¥,ふ1:=:1707.5.16 
149 「イ11/を息っているのかわからない」 (S)
150 「あなたにl'J'.ぴお会いしようとは、おお神よ」 (Cwl:S,2ob, sLr, be) 1707 

ローマ ？

151 「つれないけれど災しいドーリよ」(A)

152 「イ芯店な1倣を1かjじるとき」 (S)窮諮家の勘加1:=:1707.9.22 
153 「心よ、おまえはいつ咆んだ」初柘i(S)。第2船 (A)。写諮家の勘定,':=• 

1708.8.9 Harris*: 作1111は 1708.6/7ナポリ
154 「夜明けに微笑むあの花を」(S)。1739頃。 トリオ HWV200としても、

デュエッ トHWYl92としても作1111
155 「7つの作品J写諮啄の勘定杓 ：1707.9.22。1707頃作1111。):; 種不明。フラ

ンス話。第 I1111は独立のシャンソン。第21111以降はカ ンタータの可能性

「それを思わないで」

「もしそうでなくでも良いのなら」（レチタティ ーヴォ）

「小さな栄色の化」

「私に与えてくれたおまえたち」（レチタティーヴォ）
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HWV番号 作品名、編成、補足など

「私たちの喜びは続きはしない」

「おもねっているのか知らないけれど」（レチタティ ーヴォ）
「いや、私はもう耐えられない」

156 「いつかおまえは満ち足りるだろう」 (s)イタリア時代

157 「私はあまりに幸福だろう」 (s)写諮家の勘定,,1:=: 1707.9.22 
158a 「もしおまえの具心が1,;Jじなら」初稿 (s)
158b 「もしおまえの真心が同じなら」第2稿 (S).,, 滸家の勘定料： 1708.8.28 
158c 「もしおまえの真心が1,;Jじなら」第3稿 (S)
159 「もし術命の因呆のため」 (S)写諮家の勘定料： 1707.5.16 

160a 「おまえは美しく 」初稿 (S)写語家の勘定杓： 1707.5.16 
160b 「おまえは美しく」第2稿 (S)1725-28頃

160c 「おまえは美しく 」第3.fi;l (S) I 738-41頃

161a 「私は感じる」初脳 (A)写滸家の勘定柑 ：1709.8.31 

161b 「私は感じる」第2稿 (S)HWVl61aの移調
161c 「私は感じる」第 3稿 (S) 1725-8頃

162 「おまえたちは露したたるばら」 (A)1711/12頃、ロンドン

「もしそうでなくても良いのなら」（フランス・カンタータ）フランス晶。
HWVl55参照

163 「いとしい孤独、愛するt't1l1よ」(S)1711/12頃、ロンドン
164a 「私はジャスミンの花」第2船 (S)

164b 「私はジャスミンの花」初稿 (A)

165 「私の腎股するのは」 (Cwl:B,2vn, be) 

166 「あかつきよ、東方に輝け」（チェチーリア ・カンタータ） (Cwl:A, 2n?, 
ob, str, be) 

167a 「悩みに疲れ」初秘 (A)

167b 「悩みに疲れ」第2秘 (S), げ譜家の勘定科： 1708.8.9 
168 「星よ、不実な星よ」(s)1101、ローマ

169 「心に喜びはかえる」 (S) イタ リア時代

170 「炎の中で」 (Cwl:S,2rcc, 2vn, gamb, be)イタリア時代

171 「おまえは忠実？おまえは貞節？」 (Cwl:S,2vn, be) 写譜家の勘定1~f . 
1707.5.16 

172 「私の忠作をきいておくれ」初枇 (S)。第2稿 (S)。写諮家の勘定，1::
I 707.5. I 6 

173 「愛する魂は」(Cwl:S.vn. be) 写請家の11J淀 ，1:=: 1707.6.30 
174 「死にゆく者にため息を」(s)イタリア時代
175 「愛の神が見て」 (A)イタリア時代

176 「愛の神は望んだ」 (A)イタリア時代

177 「西風よ、立ち止まって」 (S)写諮家の勘定:1::(I此終アリア）：1709.8.31 

II-2 イタリア語のデュエット （伴奏はすべて通奏低音）

178 「おまえをじっと見つめていたい」(S,A)1710-11以lili
179 「ああ、人の巡では」(2S) 1745.8.31 

180 「愛は私に喜びをもたらす」(2S) 1710-11以前

181 「心配事がなくていられる人はほんとうに幸い」 (S,A)1742.10.31 
182a 「私の悩みのたね、いとしい人」初稿 (S.T)。1707頃
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HWV番号 作品名、編成、補足など

182b 「私の悩みのたね、いとしい人」第2稿 (2A)。1740-43頃

183 「私の悩みのたね、いとしい人」(2S) 偽作。多分カイザー

184 「おまえは何を考える」(S,B)1710-11以前

185 「恋する心よ、熱t,'iを賄え妍せ」 (S,A)1710-11以前

186 「軽く動く策」(S.A)1744頃

187 「冥界へ下らん」(S,B)1707-09頃

188 「旭ば悩み、悲しみ、 1咬き」 (S,A)1722-23頃

189 「いじたくない、おま えたちなんて」 (2s)1741.7.3 

190 「信じたくない、おまえたちなんて」(S.A)HWVl89の第2稿。1742.11.2

191 「悔が穏やかに微笑むとき」(S,B)1710-11以前

192 「夜明に微笑むあの化を」(2S)1741.7.1 '. ノロ・カンタータ HWVl54とし

ても、 トリオ HWV200としても作1111

193 「もしお前が愛を捨てないなら」(S,A)1722頃

194 「愛のきずなは楽しく幸福」 (S,A)1710-11以前

195 「私はむなしい希望を抱く」 (S,B)J'.(作性不確か

196 「黙って、おお黙って」 (S,B)1710-11以前
197 「おまえは私の胸にたくさんの矢を放つ」(S,A)1710-11以前

198 「あまりにも苛酷、あまりにも倣骰」(S.A)1710-11以前

199 「行け、気まぐれな咆み」(2S)1710-11以前

11-3 イタリア語のトリオ （伴奏はすべて通奏低音）

200 「1友lリlに微笑むあの化を」(2S.B)。1708頃。ソロ ・カンタータ I-IWVl54
としても、デュエッ トI-IWVl92としても作1111

201a 「もしおまえが愛を捨てないなら」初稿 (2S.B)1708.7.12ナポリ

201b 「もしおまえが愛を拾てないなら」第2稿 (2S,B)

11-4 リート

202-210「9つの ドイ ツ・アリア」歌詞 ：プロッケス (S,vn?, be) 1724-27 

202 「空しい悲しみの未米も」

203 「たわむれる波のきらめく輝きは」

204 「やさ しい矢車菊の花よ」

205 「1「い静けさ、やさしい泉よ」

206 「・:,'ふよ神をほめ歌え」

207 「私の魂は見ながらにして聴く」

208 「おまえたちの薄II行い磁から」

209 「快い茂みの中」

210 「燃えたつばら、人地の飾り」

11-5 アリア（特に記載のないかぎり、イタリア語）

211 「IIい風よ、どうかそよいで」
212 「わが二重の栄光とともに」
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213 「まことに美しい涙とともに」

214 「せわしない波1/JJに」1748-49頃
215 「お前たちの剣の勇気にかけて」

216 「ふさわ しからざるこの心」 1748-49頃
217 「悧んでいます、でも認めます」

218 「愛ははかない、思いに過ぎず」英語

219 「恋を得られるのかわからない」 1710-18頃

220 「この苦しみに安らぎをもたらすために」 1748-49頃

221 「あなたの幸福はなんと妬ましく」1748-49頃
222 「Miい定めのなんと苦しかったこと」

223 「いつの1:1か満たされるでしょう、この苦しみは」
224 「酷い人、きっと戻って」

225 「巡命を知る者は希紹をもっ」

226 「朝は索敵」英語
227 「花の中に求めよう」

11-{i 英語の歌曲

228.1 「シーリアの巡命の矢のように」おそらく真作

228.2-1 「訳はきかないで」（「日は1/1の1111こうに沈み」に新たな詞をつけたもの）

228.2-2 「Hは山の向こうに沈み」おそらく具作。「訳はきかないで」としても//1版
228.3 「Iii'/れた夏の日」 B.グリフィン。ヘンデル作（？）の器楽メヌッ トに洞

を付加

228.4 「ある日パッカスは1拗気に）.J,iみIiiて」 Tフィ リップス。ヘンデル作(?)
の器楽メヌエッ トに詞を付）J/1 

228.5 「あなたの容姿は素敵」おそらく真作

228.6 「米て、 llrlいて」偽作。18世紀の1111梨に含まれる。HWV228.6-2「ポー ト

ベロの横たわるそばに」として 1754出版

228.6-2 「ポー トベロの横たわるそばに」偽作。1754出版。HWY228.6「米て， IJH
いて」参照

228.7 「おお、私のかわいい、いとしい人」イタ リア語の歌Jill「wびの希望を
持ち」に新たな詞をつけたもの (HWYなしの作品参照）

228,8 「不山、恩知らず」オベラ 〈フロリダンテ〉中のNo11011 pia11gc1cによる

ヘンデル作（？）の器楽メヌエットに洞を付力II。HWV228.8-2「クローエ
は不実をlりlかし」としても出版

228.8-2 「ク ローエは不実を明かし」1枚刷楽諮 (1720頃）。HWY228.8「不貞，息

知らず」参！！せ

228.9 「奔流の反乱から」 l枚刷り楽諮 (1746)。合唱には器楽伴奏の指示あり
228,10 「守談天使がいま私を守る」おそらく 偽作。1枚刷り楽諮 (1735-50頃）

228.11 「私は気ままな恋をする若者が好き」J.ミラー。おそらくドルリー，レー

ン成I]場でのミラーのコメディ初演 (1737)のためのもの。1枚崩り楽滸
(1737頃）

228.12 「色男たちょ、私の恋人は去って しまった」おそらく偽作。Ill版 1756
228.13 「ク ローエほどではない」真作？

228.14 「おお、残酷で柑瀑なる愛よ」おそらく真作。旋律はJ.ラルフ 「すてきな
レディ」(1730)の第25エア
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228.15 「叔父は言う 、どうかわかっておくれと」11滸：ゲイ。おそらく其作。

別の詞をつけて 「ひき潮の浜辺で」と しても出版

228.16 「フィ リスよ、 i袋しく」ヘンデル作（？）の器楽メヌエットに詞を付）)II

228.17 「いとしいフィリス、恋人のところに戻りなさい」真作？

228.18 「雄々しく 立て、勇気ある若者達」ロンドン,Ii義勇FILLのために作られた
歌1111。1745.11.14ドルリー ・レーン1別JtJ);でのヴァンプラーの戯1111の最後
に、テナーのT.ローによって歌われた

228.19 「それは悔の流れた時のこと」歌詞 ：ゲイ。おそらく以作。旋伸はゲイ

〈乞我オペラ〉(1728)の第28エア

228.20-1「ウエヌスは今、バフォスの住処を去り」多分真作の器楽メヌエットに

詞を付加。音楽は I-IWV228.20-2と同

228.20-2「クラリンダの魅力をさぐるとき」多分其作の器楽メヌエットに詞を付

) Ill。「ウエヌスは今・・・…」参照

228.21 「ポイポスが」その頂きを飾るとき」偽作？ 二煎11/J(S,A) 

228.22 「ご婦人のnu愛をかちうる者は誰」 真作の器楽メヌエットに；ir,Jを付）111 
228.23 「風よ、コリンは誰に訴え」おそらく其作
228.24 「そうです、私は愛しています」おそら く真作

Ill 宗教声楽曲
111-1 ドイツ語の教会音楽

229 「7つのハレ教会カンタータ」 1704以前。ハレ。ii'l失

IIl-2 ラテン語とイタ リア語の教会音楽（特に記載のないかぎり、ラテン語）
イタリア語の31111はいずれも兵作ではない可能性

230 「ああ、なんとイ；公平」1707.6頃、ローマ。聖I<):マリアのためのカンター

タ。イタリア話。

231 「天に在す者が息を吐き給うと」1707.6.13、ヴィニャネッロにて初演。パ

ドヴァの船アン トニオ列型記念用

232 「上は口ゎれた」 1707.4、ローマ

233 「天に在す聖付は」1707.2.2、ローマ？ 地裟からのローマ救済記念1:1の

ための作品。イタリア語。

234 「宿命の時至 り」（船II}マリアの1座き）イタリア晶。偽作 （フェッ ラン

ディーニ作）

235 「これこそ乙女なる女王」 1707.7.16、ローマ、サンタ・マリア ・ディ ・モ

ンテサント•I翌位にて初演？散失
236 「主の僕たちよ、主をほめたたえよ」（へ長調）1701-02、ハレ、または

1706頃、ハンプルク

237 「主の1笈たちょ、主をほめたたえよ」（二長調） 1707.7.8、ローマで作1111

238 「主が家を建てるのでなければ／父に栄光あれ」1707.7.13、ローマで作1ll1

239 「おお、 天からの古のごとく 」1707.6.12、ヴィニャネッロにて初演

240 「たとえ暴店の中に地は荒れ狂おうとも」1707.7.16、ローマ、サンタ・マ

リア・デイ・モンテサン ト挫堂にて初演？カルメル1.11の型祉の祝日のた

めに作1111
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241 「ようこそ女王」1707.6.19、ヴィニャネ ッロにて初訓

242 「風よ静まれ」1722-26作曲。ヴェネッィア訪問のために作1111? 
243 「あなたは乙女の徳を」1707.7.15/16、ローマ、サンタ ・マリア・デイ ・

モンテサント型此にて初浙？

244 「キリエ」ロッティ作。NG不掲載

245 「グローリ ア」ロッティ作。NG不掲載

dcest 「グロー リア」1707、もしくはそれ以前。1707.6.13、ヴィニャネッロにて

初演? 2001、J.マルクス発見。NG2不掲載

111-3 アンセム

246 「主に向かって喜ばしき和をあげよ」（シャンドス・アンセム第 1番）

1717-18、キャノンズ

247 「私は主に依り頼む」（シャンドス ・アンセム第2番）1717-18、キャノンズ

248 「私を憐れみ給え」（シャンドス ・アンセム第3番）1717-18、キャノンズ

249a 「新しい歌を主に向かって歌え」1714.9.26、王奎礼拝鉱初演？

249b 「新しい歌を切こ1,,jかって歌え」（シャンドス ・アンセム第4番）1717-18、

キャノンズ

250a 「私はあなたをあがめ」（シャンドス ・アンセム第5番）1717-18、キャノ
ンズ

250b 「私はあなたをあがめ」1724.1.5、王室礼打撒初演？

251a 「IJlIが冷たい谷川を必品いあえぐように」1711-14、王穿礼拝邸

251b 「IJ如が冷たい谷川を総いあえぐように」（シャンドス ・アンセム第6番）
1717-18、キャノンズ

251c 「IJlIが冷たい谷川を慕いあえぐように」1720-22、王室礼拝渫

25 ld 「IJlIが冷たい谷川を慕いあえぐように」1720-22。演奏されず。HWV25lc

に改編

25 le 「鹿が冷たい谷川を硲いあえぐように」1738.3.28、KT。〈あるオラ トリ

オ〉の中で

252 「とこしえにあなたのいつくしみの歌を歌い」（シャンドス ・アンセム第

7番）1717-18、キャノンズ

253 「さあ，われらは主にIiりかって歌を歌い」（シャンドス ・アンセム第8番）
1717-18、キャノンズ

254 「ひとつ心もて主をほめたたえよ」（シャンドス ・アンセム第9番）1717-

18, キャノンズ

255 「主は私の光J(シャンドス ・アンセム第 10番）1717-18、キャノンズ
256a 「神よ立ちあがって」（シャンドス ・アンセム第 II番）1717-18、キャノンズ

256b 「神よ立ちあがって」 1726.1.16、王室礼拝批？

257 「御使い達よ、 主をたたえよ」真作性疑1/:J
258-261〈載冠式アンセム〉 ジョージ2世載冠式川。1727.10.11、ウェス トミンス

ター ・アピー

258 「祭司ザ ドク」

259 「あなたの手は強く 」

260 「主よ、王はあなたの力によって喜び」

261 「私の心はうるわしい心であふれる」
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262 「今IIこのHこそ」（結婚アンセム）アン王女とオレンジ公ウィ リアム王

子の結婚式のために作1ll1。1734.3.14、セント ・ジェイムズ宮殿フランス

礼拝此

263 「神に向かって歌え」（結婚アンセム）フレデリック皇太子とアウグスタ

公女の結婚式のために作1111。1736.4.27、王室礼拝曲

264 「シオンに上る追はII災く」（葬送アンセム）キャロラインモ妃の葬式のた

めに作1111。1737.12.17、ウェストミンスター ・アピー

265 「却認び」（デッティンゲン ・アンセム）デソティンゲン戦勝記念。

1743.11.27、王奎礼拝堂

266 「福音を述べ伝える者の脚は美 しきかな」（アーヘン和約アンセム）。

アーヘン和約記念。1749.4.25'I'.室礼拝幽。第2稿 HWV267あり

267 「福音を述べ伝える者の脚は美しきかな」（未完の断片）。HWV266と1彫辿
268 「致しき者をかえりみる者は幸いである」（孤児1粕脊l浣アンセム）

1749.5.27、孤児裕脊院礼拝幽

Ill4 '. ノロ・アンセム（おそらく声楽練習用）

269 「アーメン ・アレルヤ （二短調）」 173546頃

270 「アーメン （へ長瀾）」173546頃

271 「アーメン ・アレルヤ （卜短調）」 173546頃

272 「アレルヤ ・アーメン （二短調）」 173546頃

273 「アレルヤ ・アーメン （卜長瀾）」 173546頃

274 「アレルヤ・ アーメン （イク豆澗）」 173546頃

275 「アーメン ・アレルヤ （ハ1も調）」 1730/40
276 「アーメン ・ハレルヤ （へ長調）」 174447頃

277 「ハレルヤ ・アーメン （へ長濶）」 174447頃

111-5 典礼音楽

278 「ユ トレヒト・デ ・デウム」ユ トレヒト条約記念。1713.7.7セン ト・ ボー

ル大i訟t
279 「ユ トレヒト ・ユピラーテ」ユ トレヒト条約記念。1713.7.7セン ト・ ポー

ル大獣党

280 「キャロライン ・テ ・デウム」1714.9.26王室礼拝3位

281 「シャンドス ・テ ・デウム」1718頃、後のシャンドス公爵Jプリソジズ

のために作1111

282 「テ・デウム」1726.1.16王室礼打党?HWV28I「シャンドス・テ ・デウ

ム」に粘づく

283 「デッティンゲン ・テ・デウム」デッティンゲン戦勝記念。1743.11.27王

室礼拝撒

111-6 英語の賛歌

284 「罪人よ、福音の甘棄に従え」洞 ：C. ウエズリー

285 「おお、聖なる愛はいかに甘く」詞 ：C. ウエズリー

286 「喜べ、主は王であらせられる」詞 ：C. ウエズリー
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著者紹介

三澤寿喜 （みさ わ・としき）

1950年長野県岡谷市生まれ。諏訪ii'i陵翡等学校卒業。国立音楽大学大学院修了

岱楽学）。主災論文 ：G. F. Handel's Borrowings(ITl)-Regarding his five operas com-

posed in the l 710's (「音楽学J)。主要紺弟:1,1:—: rヘンデル ・アリア選集 1 (オペ
ラ編）」、「l司2 (オラ トリオ編 1)」、「同3 (オラトリオ編 2)」（渡部恵一郎氏と

の共紺羽 ：全音楽滸出版社）、「ヘンデルニ並l'/.11ll1染」（音楽之友社）。主要訳柑 ：

Ch. ホグウソ ド 「ヘンデル」（束京料紺）、「西洋の音楽と社会⑤ ドイ ツ音楽の関

隆一後期パロック 2J (共沢、］陀楽之友社） 他。2003年より「ヘンデル ・フェス
ティバル ・ジャパン」主宰。北悔逍教脊大労祁i館校教授。
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